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序 文

文化財は、 我国の長い歴史の中で生まれ、 今日まで守り伝えられてきた国民共

有の財産であり、 その地域の歴史、 伝統、 文化などの理解のために欠くことの

できないものであると同時に、 将来の文化の向上• 発展の基礎をなすものであ

ります。

とりわけ、 地中に埋もれている埋蔵文化財は、 文字資料だけでは知ることがで

きなかった先人の生活の様子や文字がまだなかった時代の人々の生活や文化につ

いて、 私たちに多くの情報を与えてくれます。

近年、 南相馬市内では広範囲にわたり開発の波が押し寄せつつある一方で、 長

い歴史を経て保存されてきた埋蔵文化財が一日にして失われてしまう危険性があ

ります。 このような状況のなか、 教育委員会では、 埋蔵文化財の保護のため、 開

発が行われる前に、 遺跡の範囲や性格などの資料を得る目的で、 分布調査や試掘

調査を実施しております。

開発に際しては、 これらの資料をもとに、 関係の方々及び機関と遺跡について

の保存協議を行い、 保存が困難な場合については、 記録保存のための発掘調査を

実施しております。

本報告書は、 平成17年度に、 県道中ノ内・小高線整備事業に伴い失われてし

まう大田利広畑遺跡について実施した発掘調壼の成果報告書です。 今後この報告

書を、 埋蔵文化財の保護、 地域史研究のために活用していただければ幸いに存じ

ます。

終わりに、 地権者の皆様をはじめ、 調査にご協力いただきました方々に、 心か

ら感謝を申し上げます。

平成19年3月

南相馬市教育委員会

教育長 青 木 紀 男
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例 ロ

1. 南相馬市は原町市・相馬郡小高町・同鹿島町の1市2町による市町村合併を経て、 平成18年1月1日付

で誕生した新市で、 旧小高町は南相馬市小高区となった。

2. 本書は、 県道中ノ内・小高線の整備事業に伴う大田利広畑遺跡の埋蔵文化財調査報告書である。

3. 発掘調査は、 南相馬市教育委員会が福島県相双建設事務所の委託により実施した。

4. 発掘調査は、 以下の体制で実施した。

調査主体 南相馬市教育委員会

事務局 南相馬市教育委員会文化課

教 育 長 青 木 紀 男

事 務 局長 風 越 清 孝

事務局次長 藤 原 直 道

文 化 課長 烏 中 清

課長補 佐 引 地 芳 典

主 査 佐 藤 友 之

副 主 査 北 原 美 紀

事 務補 助 萩 原 佐千子

調査担当 文 化 財

係

係

長 堀 耕 平

副 主 蓋 川 田 強

副 主 査 荒 淑 人

学 芸 員 佐 川 久

・整理補助員 牛渡由起子・松崎孝子・松本経子・渡部定子・渡部恵美・玉川美枝子

5. 本報告書に掲載した文章， 挿図， 図版は佐川が執箪， 作成した。

6. 本報告書の編集は佐川・川田がおこなった。

7. 石質の鑑定については、 高木和夫氏（小高商業高等学校）に指導をいただいた。

8. 発掘調査、 報告書作成にあたり、 次の方々から指導・助言を得た。 記して感謝申し上げる。

文化庁文化財部記念物課， 福島県教育庁生涯学習・文化スポ ー ツ領域文化財グル ー プ， 福島県立博物館，

（財）福島県文化振興事業団， 福島県文化財センタ ー 白河館まほろん， 森 幸彦， 高橋 満（福島県立博物

館）松本 茂，青山博樹， 林紘太郎（ 福島県文化振興事業団）阿部健太郎， 梶原圭介， 梶原文子（会津美

ill 



里町教育委員会）嶋村一志（泉崎村教育委員会）吉田陽一（二本松市教育委員会）三瓶秀文（富岡町教育

委員会）長谷川真（岩手県宮古市教育委員会）中島広顕（東京都北区教育委員会）藤木海（大成エンジ

アリング）高木利夫（県立小高商業高等学校）玉川一郎， 藤沼邦彦， 樋泉岳二， 山田昌久（浦尻貝塚調査

指導委員会） （順不同・敬称略）

9. 発掘調査に際しては、 次の機関及び個人から協力を得た。 記して感謝の意を申し上げる。

福島県相双建設事務所， 大田和行政区， 大洋建設株式会社， 株式会社あぶくま緑化士木， 佐々木隆慶，

本多和三， 新開重雄 （順不同 敬称略）

10. 調森で得られた資料は、 南相馬市教育委員会が保管している 。

凡 例

1 . 図中の方位は真北方向を示し、 水糸レベルは海抜高度を示す 。

2. 遺物の断面は白抜きで図示した。

3. 遺物番号は挿國ごとに通し番号を付し、（ ）内もしくは挿図上方に出土地点・層位を示した。

4. 掲載した遺構・遺物の縮尺率は図中に示した。

5. 遺構の推定線は点線で表した。

6. 後世の撹乱は一点鎖線で表した。

7. 平面図ならびに断面図に用いたスクリー ントー ンの内容は適宜に図中に示した。

8. 断面図の土層は、 基本層位をLI ·LII …で、 遺構堆積土を£1 ·£2で表示した。

9. 本文並びに図作成に使用した記号・略号は、 以下の内容を示す 。

T: トレンチ G: グリット S I : 竪穴住居跡 SM: 埋設土器 SK: 土坑 p: ピット

10. 遺物写真の縮尺は不同である。

11. 遺物写真の番号は挿図番号に対応している 。

IV 
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第I章 南相馬市を取り巻く環境

第I章 南相馬市を取り巻く環境

第1節 地理的環境

福島県南相馬市は、 阿武隈高地の東側、 太平洋

に面する浜通り地方の中央よりやや北側に位置

し、 北は相馬市、 西は相馬郡飯舘村、 南は双葉郡

浪江町に接している。 南相馬市は平成18年1月

1日付けで、 これまでの原町市・相馬郡小高町・

同鹿島町の1市2 町が合併して誕生した市で、 面

積は約398.5k面を有する。人口は約72,000人で、

相馬・双葉地方の政治・経済の中核都市である。

主要交通は、 市内を南北に縦走する国道6号線な

らびにJR常磐線であるが、 近年は高規格道路と

図1 南相馬市位置図

しての機能が期待されている常磐自動車道の建設が進められており、 市内の道路網の在り方が

変容しつつある。

南相馬市の地形は、 西部を南北に縦走する阿武隈高地とそこから派生する低丘陵、 丘陵間に

開析された沖積平野とで構成される。 阿武隈高地は東西約50km、南北約200kmの規模を有し、

標高は500 ~ 600mである。 阿武隈高地周辺の丘陵では標高100 ~ 150m を測り、 東延する

にしたがって徐々に高度を下げ、 海岸部では20 ~ 30m になる。

地質は、 阿武隈高地東縁部と浜通り低地帯とは双葉断層によって明瞭に区分される。 阿武隈

高地は、 古生代から新第三紀中新生に至る地質を有し、日本最古の地質構造を形成している。

甚盤層は、 古期及び新期• 最新期の花尚岩・変成岩類である。

阿武隈高地裾部から派生している低丘陵は、 新生代第三紀に形成された固結度の低い凝灰岩

質砂岩・泥岩で構成されている。 丘陵部では第四紀洪積世における氷河期と間氷期の海水準変

動により、 丘陵周縁には海成ならびに河成の段丘が形成され、 高位・中位・低位に区分されて

いる。 また、 低丘陵間には各河川が樹枝状に開析した谷間に沖積平野が入り込んでいる。

小高区では、 中位段丘に旧石器時代以降の遺跡が多く確認される。 中位段丘の発達は小高JI I 

流域で顕著であるが、 宮田川流域では一部の地区に限られている。 また、 宮田川河口は、 かつ

ては井田川浦という東西1.8km、 南北1kmにおよぶ大きな潟湖が形成されていたが、 大正末

～昭和初期にかけて干拓されている。 潟湖を形成した浜堤は、 旧井田川浦南部の堤状の段丘か

ら北に1.7kmに渡って展開している。 北に位置する小高川河口でも、 同様に浜堤が形成され、

小規模ながら前川浦という潟湖が現在も残されている。

大田和広畑遺跡は、 南相馬市の南部に位置する小高区に所在する。 JR常磐線小高駅から小

高市街地を抜け、 西南西方向に約5km離れた、 小高川北岸の標高44 ~ 60m を測る低位の河

岸段丘に営まれた遺跡である。
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第l章 南相覗市を取り巻く環境

第2節 歴史的環境

今回の発掘調査では縄文時代の遺構が検出されたことから、 ここでは大田和広畑遺跡がある

小高区の縄文時代の遺跡について確認しておきたい。

小高区に所在する縄文時代の遺跡の多くは、 区内を東流する小高川 ・ 宮田川流域の段丘上に

確認されている。 小高区の縄文時代の遺跡を全体的にみると、 早• 前期の土器が出士 ・ 散布し

ている遺跡が多い。

早期の遺跡は、 荻原遺跡 ・ 栗成沢遺跡 ・ 板木沢遺跡等のように山間部に比較的多く分布する。

このうち小高川の支流である北鳩原川南岸にある荻原遺跡では、 数回にわたる発掘調査が実施

され、 合計22軒におよぶ竪穴住居跡等の早期末の遺構が発見され、 山間部における当該期の

様相が明らかになっている。

前期段階になると、 貝塚の形成が始まる。 前期前半には、 宮田川流域に宮田貝塚 ・ 加賀後貝

塚・北原貝塚遺跡群、 小高川流域に片草貝塚が形成される。 宮田貝塚、 加賀後貝塚、 片草貝塚

は現在の海岸線から4km前後離れた内陸部に位置している。 これらは、 縄文海進に伴い形成

されたものと考えられる。

宮田貝塚では、 昭和48年に小高町史編さん事業に伴い学術調査が行われ、 キサゴを多く含

む貝ブロックが確認された（註1)。 また、 いわゆる「宮田III群土器」が確認され、 上器型式の

地域性に言及されたことは、 その後の前期の土器研究に大きな影響を与えた。 さらに、 ヤス ・

釣針未製品等の骨角器も出士しており、 漁労文化 ・ 道具の製作技術等を検討するうえで貴重な

資料と言える。

北原貝塚遺跡群では、 竪穴住居の柱穴（壁柱穴を含む）と推測されるピット群が検出されて

いる。 また、 イボキサゴを主体とした貝層が確認されている。 平成15年には表面調査ならび

に検土杖によるボ ー リング調査を実施した結果、 他の同時期の貝塚と比較すると貝層の規模が

大きいことが明らかになっている。 さらに、北原貝塚遺跡群の貝層には、多様な種類の魚骨が、

極めて高い包含率で含まれており、 内湾性の漁労活動が活発に行われていたことが指摘されて

いる（植月 ・ 樋泉2004)。

加賀後貝塚では、 ボ ー リング調壼によりイボキサゴ中心とした貝層が現水田面下（標高4m

前後）の深さで確認された。 また、 片草貝塚では、 現在まで正式な発掘調査は実施されていな

いが、 表面調査により前期中葉の土器等が表採されている。

前期後半以降は前述した貝塚群は収束に向かい、 小高川流域には、 角部内南台貝塚が、 宮田

川流域には北原貝塚遺跡群から約500m北側に 浦尻貝塚等が形成される。角部内南台貝塚では、

形成期が中期中葉と推測される貝ブロックが確認されている。 浦尻貝塚では、 平成13年から

4年にわたる保存目的のための発掘調査が実施された結果、 前期後半から晩期中葉までの断続

的ながらも長期間にわたる居住域ならびにこれらに伴う貝層が確認され、 縄文時代全般を通じ

た生活様相や自然環境の変遷が把握されている。 これらの調査結果により、浦尻貝塚は平成18

年1月26日に国史跡に指定されている。

浦尻貝塚より約700メ ー トル東の海崖上にある磯坂遺跡では、晩期末の製塩上器を伴う遺物
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第2節 歴史的環境

包含層が確認されている。 北原貝塚遺跡群・浦尻貝塚と併せて東西1kmという狭い範囲内で

縄文前期前半から晩期末までの各時期にわたる遺跡が確認できることは、 宮田川流域の縄文時

代の様相を通時的に捉えるうえで極めて重要である。

この他に、 小高川の支流である前） I[沿岸の低位段丘に宣地する大富西畑遺跡では、 中期後葉

から末葉にかけての複式炉を持つ住居など12軒の竪穴住居が検出され、山間部における当該期

の生活形態の一端を窺い知ることができる。 また、 今回調査を実施した大田和広畑遺跡では、

常磐自動車道建設に伴い試掘調査がおこなわれ、 縄文時代の上坑が検出されたことから開発予

定地の一部が保存区域に設定されている。

（註1) キサゴと報告されているが、 北原貝塚遺跡群等の調査状況からみてイボキサゴの可能性が高いと思われる。

表1 南相馬市小高区内の縄文遺跡一 覧

No. 遵 跡 名 所在地 時期 遺構等の有無

1 中 木 戸 遺 跡小蘭区羽倉字中木戸

2 荻 原 遺 跡小麻区羽倉字荻原・南沢・川久保 早期～前期 早期末の竪穴住居

3 大 穴 遺 跡小高区羽倉字君ヶ沢ほか 早～前期

4 北 鳩 原 花 輪 遺 跡小高区北鳩原字花輪 早期中葉、 前期

5 堤 下 遺 跡小高区北鳩原字堤下

6 片 草 南 原 遺 跡小島区片草字南原・一里壇

7 片 草 貝 塚小高区片草金場台 前期 前期前半の貝層

8 上 広 畑 遺 跡小高区小高字門前 ・上広畑

， 東 広 畑 A 遺 跡小高区小高字東広畑 早期～

10 館 山 遺 跡小高区大井字岩迫

11 大 井 花 輪 遺 跡小扁区大井字花輪・東 平・松崎

12 諏 訪 原 追、車 跡小高区塚原字諏訪原

13 荒 神 → 削 遺 跡小高区片草字荒神前

14 プ 屋 敷 遺 跡小高区小谷字元屋敷 後期

15 犬 塚 B 遺 跡小高区大富字犬塚 早期

16 犬 塚 C 遺 跡小裔区大富字犬塚 早期末

17 犬 塚 A 遺 跡小高区大富字犬塚 早期末

18 板 木 沢 追 跡小高区大富字板木沢 早期末～前期初

19 大 富 西 畑 遺 跡小高区大富字西畑・東畑·犬塚 早期末～後期初 中期後半～末の竪穴住居

20 玉 ノ 木 平 A 遺 跡小高区吉名字玉ノ木平 早期

21 玉 ノ 木 平 B 選跡 小高区占名字玉ノ木平

22 宝 ノ 木 平 c 遺 跡小高区吉名字玉ノ木平 早期

23 飯 崎 南 原 遺 跡小高区飯崎字南原 早期末～中期

24 大 和 田 広 畑 遺跡 小麻区大和田字広畑 中期末～後期初 中期末～後期初碩の竪穴住居

25 北 釘 野 遺 跡小高区 金谷字北釘野

26 ノ 沢 遺 跡小高区小屋木字ーノ 沢 前期～中期

27 栗 成 沢 遺 跡小高区上根沢字栗成沢 早期末～前期初

28 四 ツ 栗 遺 跡小高区川房字四ツ栗 前期

29 鳶 沢 C 遺 跡小高区上根沢字鳶沢

30 仏 供 田 遺 跡小高区上根沢字仏供田

31 小 谷 津 貝 塚小高区泉沢字小谷津 前期 時期不明の貝層

32 角 部 内南 台遺跡（貝塚） 小裔区角部内字南台 前期～中期 中期中葉？の貝層

33 藤 右 衛門屋 敷遺跡小高区神山字藤右衛門屋敷 早期末

34 長 畑 遮 跡小高区神山字長畑 前期

35 宮 田遺跡 （ 貝 塚 ） 小高区上浦字宮田 前期～後期 前期前半の貝層

36 加 賀 後遺跡 （貝塚） 小高区上浦字加賀後 前期前半の貝層

37 鹿 島 館 遺 跡小高区行津字鹿島館

38 浦 尻 貝 塚小高区浦尻字南台 早期～晩期
前期後半～後期前半の竪穴住居、 後晩期の掘立柱
建物、 前期末～晩期中葉の貝層

39 北 原 貝 塚 遺 跡群 小高区浦尻字北原 早期～前期 前期前半の遺構·貝層

40 磯 坂 遺 跡小高区浦尻字磯坂 中期末～晩期 晩期後半の遺物包含層
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第1節 調査に至る経緯

第II章 調 査 概 要

第1節 調査に至る経緯

県道中ノ内・小高線道路改良工事に伴い平成17年7月8日に提出された「埋蔵文化財の有

無について（協議）」に基づいて福島県相双建設事務所と埋蔵文化財の取り扱いについて協議

を実施した。 本開発予定地には、 周知の埋蔵文化財包蔵地である『大田利広畑遺跡』が所在し

ていることから、 事前に試掘調蓋による遺構・遺物の確認と、 その結果による保存協議が必要

である旨を口頭で回答した。

平成17年7月19日に 2回目の協議をおこない、 閲発予定範囲・施工方法・着工予定時期等

を確認した。 同7月20日付で相双建設事務所長宛に埋蔵文化財の取り扱いについての文書を

発送した。 その後、 数度の担当者間の協議を経て、 平成17年11月14日から試掘調査に 着手

し、 同12月7日に試掘調査を終了した。

試掘調査は、 開発予定地の幅が約2mと狭いうえに、 法面に面しているために掘削すること

が困難と判断されることから、 開発予定地に隣接する民有地を中心に 9箇所の調査区を設けて

実施した。 その結果、 縄文時代後期前半と推定される遺物包含層ならびに遺物包含層を掘り込

む埋設土器1基を検出した。

この試掘調査の成果に基づいて再度相双建設事務所と協議をおこない、 工事による掘削が遺

図4 調査地点位置図
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構面に及ばず保護層が十分に確保できる開発箇所については、 発掘調査を実施せず工事中の立

会いで対応し、 工事による遺跡の破壊が免れない開発箇所については、 記録保存のための発掘

調査を実施することとなった。 調査対象面積は、農道を含めた 13 0面である。 本調査の着手は、

平成18年1月10日からとなった。

第2節 調査の方法

調査対象地内に生活道路として利用されている農道が所在していることから、 農道を挟むか

たちで調査区を 2地点(A地区·B地区）に分けて調査を実施した。 農道部分については、 エ

事中の立会いで対応した。 表士掘削は重機を用いておこない、 遺構確認作業 ・ 精査作業等は人

カで実施した。

記録固面については、 A地区については調査区を地形図に図示した。 B地区については、 平

面図は縮尺率1/20を基本として図化したが、遺構の細部や遺物の出上状況を記録する場合には

縮尺率1/10で実測してより詳細な記録に努めた。 調査区の位置については工事図面に図示し

た。 断面図は縮尺率1/20で図化した。

記録写真については、 3 5mm判モノクロフィルム ・ カラ ー リバ ー サルフィルムを使用して随

時撮影し、 必要に応じてデジタルカメラを併用して撮影した。 出土した遺物については、 調査

区 ・ 遺構 ・ 層位 ・ 遺物番号 ・ 日付を記入して取り上げた。

これらの遺物 ・ 実測図 ・ 記録写真については南相馬市教育委員会で整理保管している。

第3節 調 査 日 誌

調査第1週(1月10日~13日）

A地区は表土掘削 ・ 遺構確認を実施したが、 遺構 ・ 遺物は確認されなかった。

B地区は表土掘削 ・ 遺構確認を実施し、 B地区西側で遺物包含層と考えられる暗褐色砂質土

(LillB )を、 中央から東側にかけて黒褐色土(LillA )を検出した。 黒褐色土掘削後、 B地

区東側で竪穴住居跡 2軒(SIOl·02)を確認した。

調査第2週(1月16日~20日）

A 地区は全体写真 ・ 断面写真 ・ 平面図作成 ・ レベリングをおこない調査を終了した。

B地区はカクラン掘削ならびに遺構確認を実施後、 黒褐色土の掘り下げを実施し、 調査区の

一部で基盤層と考えられるロ ーム(LIV A)を確認した。 また、 SI02の覆土を掘り込んで構築

されている複式炉(SI06炉 ）等の遺構を検出した。 遺構確認状況から、 中央より東側に 6軒以

上の竪穴住居跡(SIOl ~ 06)が分布すると考えられる。

調査第3週(1月23日~27日）

SIOl·03·05、 SI06炉 の精査および B地区の西側に堆積する暗褐色砂質土の掘り下げを実

施した。

調査第4週(1月30日~2月3日）

遺構が多数検出されたことから福島県相双建設事務所および施工業者と再度協議を実施し、
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2月末日まで調査期間を延長することとなった。

SIOl ~ 05、 SI06炉の精査を実施した。 SI04の一部で貼床面および貼床を切る黒色土の土

坑(SKOl)を検出した。

遺構確認状況写真 ·B地点西側北壁断面写真の撮影、 北壁断面図の作成をおこなった。

調査第5週(2月6日~ 10日）

SIOlの精査を実施し、一部で床面を検出した。 床面からは底部を欠損した浅鉢が伏せて押し

つぶされたような状態で出土した。

SI05断面写真・完掘写真撮影、 平面図・断面図作成、 レベリングをおこなった。

SI06炉断面図．微細図作成、 断面写真・平面写真撮影を実施した。

調査区西側でSI08を検出した。

SMOl·02検出状況写真撮影、 SMOl微細図作成をおこなった。 SM02の精査をおこなった

ところ、 平面では焼土は確認されなかったが、 断面で焼士の堆積が確認されたことから炉の埋

設土器と考え、 周囲に住居跡(SI09)が構築されていたと判断した。 以降、 SMOlをSI09内

SMOlとし、 SM02をSI09炉とする。

SKOl·02を半裁した。

調査第6週(2月13日~ 17日）

SIOlの全面で床面検出した。 床面でピット2基(Pl·P2)を確認後、 調査を実施した。 床

面から出土した浅鉢の微細図を作成した。

SI02の精査を実施後、 床面を検出し、 ピット3 基(Pl~ P3 )を確認した。

SI04完掘写真撮影をおこなった。

SI06炉断割り後に断面図に掘方断面を追加した。

SKOl·02断面写真・完掘写真撮影・断面図• 平面図作成、 レベリングを実施した。

調査第7週(2月20日~ 24日）

SIOl ~ 03、 SI09内SMOl断面写真撮影、 断面図作成をおこなった。

SIO 1 ~ 03 ·05 ~ 09完掘写真撮影、 平面図作成を実施した。

SI04断面写真撮影、 平面図作成、 レベリングを実施後に貼床面を掘削して遺構確認をおこな

い住居跡(SI07)を検出した。 SI07の精査を実施し、 2条の周溝ならびにピット群を検出し

た。 Pl半裁・断面図作成後、 SI07を完掘した。

調査区全景写真撮影をおこなった。

調査第8週(2月27日·28日）

SI04·07 ~ 09断面図を作成した。

SI03 炉 ·09炉、 SI04内SMOl、 SI09内SMOlの断割り後に断面図に掘方の断面追加し、

各遺構の遺物上げを実施した。
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第III章 調 査 内 容

第1節 調査区について

調査対象地は、 広大な面積をもつ大田和広畑遺跡の南端、 南向きの緩斜面に位置する。 現地

表面の標高は44 ~ 45mを測る。 調査対象地内には、 生活道路として利用されている農道が南

北に縦走していることから、 農道を挟むかたちで調査区を東西の2 地点に分けて設定した。 農

道の東側に設定した2 X 7mの調査区をA地区とし、 A地区の西側約10mの地点に設定した

2 X 48mの調査区をB地区とした。

A地区では、 現地表面から深さ約1.5mの地点（標高約42.8m)で基盤層と考えられる黄褐

色砂質土が確認された。 黄褐色砂質士は西から東に向かって傾斜し、 約30cm の高低差をもっ

て堆積している。 A地区内からは明確な遺構・遺物は確認されなかった。 後述するB地区なら

びに約12m東側に位置する試掘調査時に設定した8トレンチでロ ー ム(LIV)を確認してい

ることから、 本来はロ ー ムが堆積していたと推測されるが、 B地区東端ならびに8トレンチの

ロ ー ム検出レベルである標高約44.3mより約1.2 ~ 1.5m低いことから、 耕作等による後世の

掘削を受けたと考えられる。

B地区では、 現地表面から深さ約30 ~ 80cmの地点で縄文中期末から後期前葉にかけての

遺構・遺物包含層が確認された。 以下、 B地区の調査内容について記述していく。

なお、 調査対象地内の農道部分については工事中に立会いをおこなったが、 明確な遺構・遺

物は確認されなかった。

II 

図5 調査区位置図
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第2節 基本土層

第2節 基 本 土 層

調査区断面・遺構断面等から図6を作成し、 B地区における基本士層を以下のとおりに大別

した。 後述する試掘調査で確認されたL IIとした遺物包含層である黒色上が、 B地区では確認

されなかったためL IIを用いていない。

L I : 表土。 耕作士ならびに後世の掘り込み等の堆積士を一括した。 黒色を基調としている

が、 土色・土質は地点によって多少異なる。

LIDA: 黒褐色士。 調査区中央から東部にかけて堆積する縄文中期後葉～後期前葉の遺物が出

上する遺物包含層である。 遺構の上位に約26mの範囲で層厚10 ~ 20cmをもって堆積

している。 調査区東端では堆積が確認されない。

LIDB: 暗褐色砂質土。 調査区西側に約 7mの範囲で層厚10 ~ 30cmをもって堆積する縄文

中期後葉～後期前葉の遺物が出土する遺物包含層である。 調査区中央より東側では堆積

が確認されない。Lill Aならびに遺構との重複関係がないため、前後関係は不明である。

Lmc: 暗褐色土。 調査区中央周辺に約9mの範囲で層厚10 ~ 20cmをもって堆積する縄文

中期後葉～末の遺物が出士する遺物包含層である。Lill Aならびに遺構の下位に堆積する。

LIDD: 暗褐色砂質土。 Lill B下に約2.6mの範囲に層厚10cm前後をもって堆積する。 土色・

士質もLill Bに類似するが、 遺物を含まず、 LNCへ移行する漸移的な層である。

LNA: 黄褐色土（ハ ー ドロ ー ム）。 調査区中央および東側の遺構の多くは、 この層の上面で

確認される。 調査西側では堆積が確認されない。

LNB: 黄褐色砂質土（砂質ロ ー ム）。 LNAの下位に堆積している。 LNAの堆積していな

い調査区西側では、 遺構はこの層の上面で確認される。

LNC: 黄褐色砂質士（砂質ロ ー ム）。 LNBの下位に堆積し、 土色・士質が類似するが、 レ

キを多量に含む。 一部の遺構はこの層まで掘り込んでいる。

LNAは、 調蒼区東端では標高44.3m前後、 SI04東側では標高44.lm前後で検出され、 調

査区東端と中央部付近では約20cm程度の高低差をもって堆積している。 LNBは、 調査区ほ

ぼ中央でLNAの下位、 標高43.8m前後の地点で、 LNCは、 調蓋区西側で標高43.7m前後

の地点で確認される。

第3節 遺構 ・ 遺物

B地区では、 縄文中期末から後期前葉にかけての竪穴住届跡9軒ならびに土坑2基・遺物包

含層が検出された。 これらは、 調査区内のほぼ全域にわたり確認されている。 竪穴住居跡なら

びに士坑はすべてにおいて重複関係が認められることから、 集中的な分布状況を示していると

言える。 調責区の幅が約2mという狭さであるため遺構の全容をとらえられたものがないこと

から制約はあるが、 以下に概要を述べていく。
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第3節 遺構・遺物
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第3節 遺構・遠物

第1項 土 器 分 類

遺構内 ・ 遺物包含層内をはじめB地区からは多種多様の上器が大量に出土した。 これらの出

土士器については、 時期別にI~V群までの 「群」で大別し、 土器型式ごとに「類」 を用いて

下記のように分類した。

I群土器 縄文中期前葉の土器群

II群上器 縄文中期中葉の土器群

m群士器 縄文中期後葉～末の土器群

m-1類 大木9式

ill-2類 大木10 式

ill-3 類 1·2類に併行する異系統の土器

IV群土器 縄文後期前葉～中葉の土器群

IV-1類 綱取I式（綱取I式直前段階の士器を含む）

IV- 2類 綱取II式

IV- 3類 堀之内II式

IV-4 類 1·2類に併行する異系統の士器

v類士器 ill ·IV群土器に伴う粗製士器

第2項 竪穴住居跡

1号住居跡(SIOl)

遺 構（図9、 図版3)

調査区東側で検出された。 検出面はLIV Aで、 後述するSI03と遺構西側で重複する。 調査

区の北壁 ・ 南壁断面ならびに平面の観察をお こなったが、 SI03の床面・周溝等の住居の痕跡が

本住居跡の堆積士の上位に確認されないことから、 本住居跡の方が新しく、 構築順序はSI03

→ SIOlと判断 される。

平面プランは大部分が調査区外に延びているため不明であるが、 検出部分から推測すると円

形に近い形状と考えられる。 検出部での最大径は6.lmである。 堆積土は暗褐色土を基調とし

ており、 埋土の堆積等が確認されないことから自然堆積と考えられる。 床面は明 確な貼床では

なく、レキをやや多く含むLIV A を床 とし、 ほぼ平坦で全体的 に締まりがある。 断続的ではあ

るが、 東西の壁際 に沿って周溝が認められた。 東側の周溝は掘り込みが浅く、 幅15cm、 深さ

5cmで、 西側の周溝は幅25cm、 深さ15cmである。 壁高は、 西壁で周溝の底部から48cmで

垂直気味に立ち上がる。

本住居からはピットを2基(Pl·P2)確認したが、 P2は壁際で検出したため完掘できな

かった。 Plは長軸86cm、 短軸 59cm、 深さ6 0cmで段掘りになっている。 P2は、 長軸69cm

以上、 深さ 53cmである。 径が大きく深さもあることからPl·P2は主柱穴と推測される。 炉

跡等の施設は検出されなかった。
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第III章 調査内容

調査区外

1--'L ., 買＼
~· ッ ， \�\

A' 

／ 
a 

調査区外

ぷ(44.0m)

SIOl 

1 暗褐色土 粘性中。 締まり中。 ロー ム粒 ・ ロー ムプロック微屈。 小石中屈。
2 黒褐色土 粘性中。 締まり中。 ロー ム粒・ ロー ムプロック少星。
3 暗褐色土 粘性中。 締まり中。 ロー ム粒 ・ ロー ムプロック微屈。 炭化粒 ・ 小石少只。 焼土粒中位。
4 暗褐色土 粘性中。 締まり中。 ロー ム粒 ・ ロー ムプロック微星。(1囲より明るい）
5 暗褐色土 粘性中。 締まり中。 ロー ム粒少砧。 ロー ムプロック微量。
6 暗褐色土 粘性中。 締まり中。 ロー ム粒・ロー ムプロック ・ 炭化粒微鼠。 黒褐色士プロック中旦。
7 暗褐色士 粘性中。 締まり中。 ロー ム粒 ・ 小石少迅。
8 暗褐色土 粘性中。 締まり中。 ロー ム粒 ・ ロー ムプロック多量。 小石少鼠。(6庖より明るい）
9 暗褐色土 粘性中。 締まり中 ロ ロー ム粒少鼠。 ロー ムプロック中畠。(8層より暗い）

10 暗褐色土 粘性中。 締まり中。 ロー ム粒 ・ ロー ムプロック ・ 小石少駄。 レキ微紐。(6陪より暗い）
11 暗褐色士 粘性中。 締まり中。 ロー ム粒中蘇。 ロー ムプロック ・ 小石少旦。 レキ微屈。(4 附、 7 層より暗い）
12 暗褐色土 粘性中。 締まり中。 ロー ム粒多呈。 ロー ムプロック少鼠。(1 1層より明るい）
13 黄褐色土 粘性中。 締まり中。 ロー ム粒多品。 ロー ムプロック主体。
14 暗褐色土 粘性中。 締まり中。 ロー ム粒 ・ ロー ムプロック中位。 小石少量。(10層より暗い）
15 暗褐色土 粘性中。 締まり中。 ロー ム粒 ・ ロー ムプロック少屈。 小石微屈。(10層より暗い）
16 暗褐色土 粘性中。 締まり中。 ロー ム粒 ・ ロー ムプロ ・Jク ・ 小石少伍。(15囮より暗い）
17 暗褐色土 粘性中。 締まり中。 ロー ム粒 ・ ロー ムプロック中坦。 小石微鈷。(16履より暗い）
18 暗褐色土 枯性中。 締まり中。 ロー ム粒中伐。 ロー ムプロック少位。 小石微凪。(17附より明るい）

SI01P1 

旦— a'(43.6m)

氾
。

45 

゜ 1/60 2m 

SIOlPl 

1 黒褐 色 土 粘性中。 締まり中。 ロー ム粒多伍。 ロー ムプロック ・ 小石少駄。 炭化粒微鼠。
2 黒褐 色 土 粘性中。 締まり中。 ロー ム粒少屈。 炭化粒微羅。( 1屈より暗い）
3 黒褐 色 士 粘性中。 締まり中。 ロー ム粒中昆。 ロー ムプロック少贔。

(2層より明る< 1陪より暗い）
4 黒褐 色 土 粘性中。 締まり中。 ロー ム粒 ・ ロー ムプロック多品。
5 黒褐 色 土 粘性中。 締まり中。 ロー ム粒多鼠。 ロー ムプロック ・ 小石少品。

(4層より暗い）
6 にぶい褐色土 粘性中。 締まり中。 ロー ム粒 ・ ロー ムプロック多品。
7 暗 褐 色 土 粘性中。 締まり中。 ロー ム粒多絋。 ロー ムプロック ・ 小石少品。
8 褐 色 士 粘性中。 締まり中。 小石少星。
9 暗 褐 色 土 粘性中。 締まり中。 ロー ム粒多旦。 ロー ムプロック中は。(7層より明るい）

10 にぶい褐色土 粘性中。 締まり中。 暗褐色士プロ ソク少屈。

図9 1号住居跡実測図

遺 物（図10·11、 図版12)

1号住居跡からは縄文士器204点、 磨石1点が出土している。 図10 - 1は底部を欠損した

浅鉢で、 床面から臥せた状態で押しつぶされたように出士した。 その他の遺物については、 ま

とまって出土する状況は確認されず、 堆積土 ・ 床面から散在的な出土が認められた。 遺物出土

地点の堆積土上層は、 概ね図9S101のR 1 ~ 9に相当する。

図10- 1は外傾しながら立ち上がり口縁部が強く内傾する器形で、 口縁部および胴部に 4

単位の突起が付けられている。 胴部の突起を基点にして隆沈線により双頭渦巻文が描出され、

双頭渦巻文の間および下部には隆沈線により楕円形区画が施されている。 双頭渦巻文 ・ 楕円形

区画内には縄文が充填されている。 m-2類である。

図11- 1はやや内湾する口縁で、 3は直立的に立ち上がる口縁である。 1·3はU字文状の

沈線区画が認められる。 2は隆線で縁取られた横位区画が施され、 隆線に沿って沈線が巡って

いる。 4 ·6は帯状の沈線区画が、 5·7は沈線で横位に展開する曲線的モチ ー フが施されてい
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第3節 遺構・遺物

1/4 

I 

m
 
OC
I
 

ー

図10 1号住居跡出土遺物①

る。 8は櫛描文が、 9は縦位撚糸が施文されている。 10は磨石で、 全面に磨跡が認められる。

石材はヒン岩である。

図11-3•6はIII-1類、 1·2 ·7はIII-2類、 4·5はIII類、 8·9はV類である。

ま と め

本住居跡は、 床面から図10-1、 図11- 1、 ピット2 から図10-2 が出土していること

から、 大木10式期に構築されたと考えられる。

2号住居跡(SI02)

遺 構（図12、 図版4)

S103の西側に位置する。 検出面はL IV Aで、後述するS103·06炉と東側で重複する。 S106

炉は本住居跡の堆積土を切って構築されている。 また、 調査区の南壁断面を観察すると、 本住

居跡の堆積土がS103の堆積士を切っていることが確認される。これらの観察から重複関係を整

- 16 -



第III章 調査内容

1 (床面） 2 (P2) 

3 (堆積土）

7 (堆積土）

9 (堆積土上層）

1/3 10cm 
□ 

10 (床面）

二：磨跡
1/4 

l 

m
 
OC
I
 

ー

図11 1号住居跡出土遺物②

理すると、 構築時期が古い順からSI03→SI02→ SI06炉となる。

平面プランは大部分が調査区外に延びているため不明であるが、 検出部分から推測すると円

形に近い形状と考えられる。 検出部分での最大径は5.8mである。 堆積土は上層に黒褐色土が

堆積し、 下層には暗褐色土が堆積している。 これらの堆積士は、 レンズ状堆積を示しているこ

とから自然堆積と考えられる。 床面は明確な貼床ではなく、レキをやや多く含むLNAを床と

し、 ほぼ平坦で全体的に締まりがある。 東西の壁際に沿って周溝が認められたが、 東側の周溝
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第3節 演構・遺物

A
 

調査区外 __ d 
］三ミ f

Pl P2 ヽゞ'. I 

SI03 

A
' 

調査区外

A
 

2 A'(44.0m) 

゜ 1/ 60 2m 

SI02 

1 黒褐色士 粘性中。 締まり中 。 ロー ム粒多拭。 ロ ー ムブロック ・ 小石中量。 レキ微量。(2層より明るい）
2 黒褐色土 粘性中。 締まり中 。 ロー ム粒 ・ ロ ー ムブロック微量。 小石少量。(3層より明るい）
3 黒褐色土 粘性中。 締まり中 。 ロー ム粒 ・ ロ ー ムプロック ・ 炭化粒 ・ 焼士粒微量。 小石多量。 レキ少量。
4 暗褐色土 粘性中 。 締まり中 。 ロー ム粒少量。 炭化粒微畠。
5 暗褐色土 粘性中 。 締まり中 。 ロ ー ム粒 ・ ロ ー ムプロック ・ 炭化粒微量。 小石 ・ レキ多量。

6 暗褐色土 粘性中。 締まり中。 ロー ム粒 ・ 小石微量。 焼土粒極多量。

7 暗褐色土 粘性中。 締まり中。 ロー ム粒 ・ 小石少量。 炭化粒微鍼。

8 暗褐色土 粘性中。 締まり中。 ロー ム粒 ・ ロ ー ムプロック多畠。 炭化粒微量。 小石少量。

9 暗褐色土 粘性中。 締まり中。 ロー ム粒 ・ ロ ー ムプロック多量。 炭化粒 ・ 小石微鍼。(8層より明るい）

10 暗褐色土 粘性中。 締まり中 。 ロー ム粒 ・ ロ ー ムプロック ・ 小石少量。
11 暗褐色土 粘性中 。 締まり中 。 ロー ム粒微量 。 小石少贔。(10層より明るい）
12 暗褐色土 粘性中 。 締まり中。 ロー ム粒· ロ ー ムプロック ・ 小石微量。(11層明るい）

13 暗褐色土 粘性中。 締まり中。 ロー ム粒 ・ ロ ー ムプロック多量 。

14 暗褐色土 粘性中。 締まり中。 ロー ム粒中量 。 小石少量。(7層より明るい）
15 暗褐色土 粘性中。 締まり中。 ロー ム粒中紐。 ロー ムブロック少量。(7層より暗い）

16 暗褐色土 粘性中。 締まり中。 ロ ー ム粒多星。 ロ ムプロック中星。(15居より暗い）

図12 2号住居跡実測図

は南部で途切れている。 壁高は西側で周溝底部から55cm でやや緩やかに立ち上がる。

本住居からはピットを4甚(Pl ~ P4)確認した。 Pl~ P3は壁際で確認したため完掘でき

なかった。 Plは長軸54cm以上、 深さ59cm、 P2は長軸72cm以上、 深さ51cm、 P3は長軸

74cm以上、 深さ59cm、 P4は長軸50cm、 短軸 29cm、 深さ 16cm である。 Pl~ P3とも径

が大きく、深さもあることから 主柱穴と推測される。 Pl~ P3の組み合わせから5本柱もしく

は4本以上の主柱穴をもつ 住居構造と推定される。 炉等の施設は検出されなかった。

遺 物（図13·14、 図版12)

2号住居跡からは縄文土器214点、 磨石1点、 土器片円盤1点が出土した。 出土遺物につい

てはまとま って 出土する状況は確認されず、 堆積土・床面から散在的な出土が認められた。

図13 - 1は外反しながら立ち上がり頸部で最大径をもち、 内湾して 口縁部に至る。 口縁は

4単位の緩やかな波状を呈する。 口縁部文様帯には1条の沈線が施され、 その沈線下位には楕

円形区画が巡る。 胴部には波状· U字状の区画が沈線で描 出されている。 胴部下半には1条の

波状沈線が巡らされている。 4 ·5は口縁部資料である。 4は口唇部に 1条、 口縁部に 2条の沈

が巡り、 その下に 波状沈線が施される。 5は隆帯下に刺突が見られる。 6は沈線で、7は断面三

角形の隆線でU字状区画が施されている。 8は口縁部無文帯を沈線で区画し、 沈線の下位には

縦位撚糸を施 文 している。 9は隆線で曲線状のモチ ー フを描いており、 内外面が赤彩されてい

- 18 -



第l[[章 調査内容

2 (堆積土）

la (堆積土） lb 展開模式図

［二：縄文施文部

1/4 

I 

moc
l
 

ー

5 (床面）

な＼‘ 〗
9 (堆積土）

月日
□

りー
1

回ほ

＇

 

ヽ

ーー

13 (堆積土）

14 (堆積土）

図13 2号住居跡出土遺物①

1/3 
10cm 

- 19 -



第3節 遺構・潰物

口
図14 2号住居跡出土遺物②

ビ：磨跡

1/4 

I 

1 (堆積土）

ー ゜c m 

こニニニ） 2 (堆積土）

1/2 

I 

5 c m 

る。10·13·14は沈線による帯状区画が見られる。11·15は沈線で曲線状モチ ー フが描出さ

れている。12は2条の 沈線 が垂下している。16は小突起が付され、隆帯 ならびに隆帯に沿う

沈線でU字状区画が施されている。

図13-4はI群 、12はII-2類、1·5~ 7·9·11·15·16はID-2類 、10·13·14

はm群、2·3·8はV群である。

図14-1は全面に 磨跡 が 認 められる磨石で 、敲打痕も観察される。石材は花尚斑岩である。

2は無文の胴部破片を用いた上器片円盤である。

ま と め

本住居跡は、堆積土から大木10式の完形土器である図13 - 1 が出土しており、他にも大木

10式期所産の土器が多く出土するこ とから、 大木10式期に構築されたと考えられる。

3号住居跡(SI03)

遺 構（図15、 図版5)

SIOlの西側、S102の 東側で検出された。本住居跡は東側で SIOlに 、西側で S102に切られ

ているため掘込面 が 確認できなかったが、SIOl·02のプランの外側で複式炉 が検出されたこ

とから 、複式炉の周囲には住居 が 構築されていたと 判断した。

堆積土は、暗褐色土であり、lOc:m前後の層厚をもって堆積している。 床面は明確な貼床で

はなく、LIV Aを床 とし、 北から南に向かい若干傾斜しており、 全体的に締ま りがある。

本住居からはピットを3基(Pl~ P3)確認した。Pl·P3は壁際で検出したため完掘でき

なかった。Plは他の ピットに比べ、やや大型で 長軸52cm 、深さ 23cmを測る。Pl~ P3が

柱穴であったかについては判断できない。

複式炉は長軸91cm 、短軸68cmを測る楕円形に近い平面形を呈する。 長軸方向は北東 一南

西であり、 北東から土器 埋設部・石組部の順に配される。前庭部は確認されなかった。土器埋

設部には1個体の深鉢形土器が正位の状態で 埋められていた。 埋設土器内部には炭化物・焼土

粒を若干含む黒色土（図15 S103炉E 1·2)が堆積していた。石組部は壊されており、石組

部を構成していたと思われる10~ 20cm前後のレキ が数個残されていた。これらのレキの石

質は花閾閃緑岩・細粒 花岡岩等である。 床面から石組部の底面までの深さは10cmである。土

器埋設部は熱を受けた痕跡は確認できなかったが、石組部に残されたレキについては一部で 熱
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第rn章 調査内容

調査区外
A
 

SI02 

調査区外

A
 

(44.0m) 

A 

, 
(44.0m) 

主 埋設土器 a' 

＼ 
SI03 
1 黒褐色土 粘性中。 締まり中。 ロー ム粒・ ロー ムプロック中鎚。 炭化物微俎。
2 暗褐色土 粘性中。 締まり中。 ロー ム粒微最。 小石多屈。

SI03炉
1 黒色 土 粘性中。 締まり中。 ロー ム粒 ・ 炭化粒少凪。 焼士粒微贔。
2 色 士 粘性中。 締まり中。 ロー ム粒少駄。 炭化粒 ・ 焼土粒微紐。

(1層より暗い）
3 暗褐色土 粘性中。 締まり中。 ロー ム粒・ ロー ムプロック ・ 焼土粒多凪。

炭化粒少ほ。
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3 (炉埋設土器）
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図15 3号住居跡実測図・出土遺物

を受けた痕跡 が認められた。 遺存状態がよくないため全容は不明であるが、SI03 の堆積土の下

位で複式炉 が確認されたことから、 複式炉は住居廃絶に伴い破壊されたと推測される。

物（図15、 図版12)

3号住居跡からは縄文土器11点が出土した。出土遺物についてはまとまって出土する状況は

確認されず、 床面・炉等から散在的な出土が認められる。

図15 - 1は口縁を沈線で区画している。 2は縦位撚糸が施文されている。 3ば炉埋設士器で

ある。 胴部上半で外反する器形で、 LR縄文が施されている。 図15 - 1 ~ 3はV類である。

遺

ま と め

本住居跡は、 大木10式期に構築されたと推測される1号・2号住居跡に切られていること

から、 大木10式期以前に構築されたと考えられる。
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第1II章 調査内容

いることから、 本住居に伴うと判断した。 Plは、 長軸34cm以上、 深さ 51cmを測る小型の

ピットであるが、 深さがあることから主柱穴の可能性も考えられる。

南壁際で埋設土器(SI04内SMOl)を検出した。 南壁断面で確認したところ、 上器はSI04

の貼床面を掘り込んで埋設されていることが確認されたが、 SKOlに切られているため詳細に

ついては言及できない。

遺 物（図17 ~ 19、 図版13)

4号住居跡からは縄文土器 759点、 上器片円盤1点が出土した。 他の住居跡と比較すると多

量の縄文土器が出上しているが、図16SI04 R 4 ~ 6からの出士士器が特に多いと言える。 遺

物の出士地点の堆梢士上層は概ね図16SI04 R 1 ~ 3に、 中層はR4~6に、 下層はR7~

10に相当する。

図17-1·2は直線的に立ち上がる器形である。 1は口縁を沈線区画し、 磨消縄文による蕨

手文・列点状沈線を施文している。 2は口縁に小突起が付され、 貫通孔・盲孔が施されている。

口縁部を沈線で区画し、 胴部には曲線状のモチ ー フを磨消縄文で描出している。 3は蛇行沈線

が垂下している。 4は埋設士器である。 胴部中央が膨らみ、 一旦括れ、 胴部上半に向かい直線

的に立ち上がる器形で、 LR縄文が施されている。

図17-1·2はIV-2類、 3はIV群、 4·5はV群である。

図18-1 ~ 3は内湾する口縁部である。 1は隆沈線で、 2は隆帯で渦巻文が描出されてい

る。 3は沈線による楕円形区画が施されている。 4は波状口縁で、 楕円形・三角形状・台形状

の区画が、 5は三角形状の区画が施され、 刺突ならびに縄文が充填されている。 6は刺突が施

されている隆帯で、 7は隆帯で口縁部無文帯を区画している。 9は口縁部にT字状の区画が、

11は口縁部に盲孔・三角状の区画が認められる。 10は注口土器で貫通孔・両端に盲孔を持つ

U字状の沈線が、 12は貫通孔・盲孔が施されている。 13·14は口縁部を沈線で区画している。

15は櫛描文が施文されている。

図18-1は1I群、 2·3はm-1類、 4~ 7·9はIV-1類、 10·11はIV-2類、 8·12は

IV群、 13~ 15はV群である。

図19-1はカマボコ状隆線でクランク状文が描かれている。 2·4は断面三角形状の隆線に

より曲線状のモチ ー フが、 3は沈線により帯状区画が施されている。 5は半円状・ 帯状に区画

され、 刺突ならびに縄文が充填されている。 6~9は曲線状のモチ ー フを磨消縄文で描出し、

6·7には盲孔が施されている。 10は沈線が、 11は沈線・列点状沈線が垂下している。 12は

底部に網代痕が認められる。14は土器片円盤でRL縄文が施された胴部破片が用いられている。

図19-1は1I群、 2·4はm-2類、 3はm群、 5はIV-1類、 6~9はIV-2類、 10·11

はIV群、 12·13はV群である。

ま と め

堆積土中層（図16SI04 R 4 ~ 6)を中心に大型破片を含む綱取1I式の士器が多量に出士し

ており、 本住居跡は綱取1I式期には廃巣され堆積土の流入が始まっていたと推測されることか

ら、 構築時期は綱取1I式以前と考えられる。
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第3節 遺構· 遺物

2 (堆積土中層）

3 (堆積土下層）

4 (埋設土器） 5 (堆積土下層）

図17 4号住居跡出土遺物①
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4 (堆積土下層）

7 (堆積土下層）

9 (堆積土上層）

11 (堆積土中層）

13 (堆積土中層）

図18 4号住居跡出土遺物②

2 (堆積土下層）

5 (堆積土上層）

14 (堆積土）
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3 (堆積土下層）

6 (堆積土）

8 (堆積土中層）

10 (堆積土中層）

12 (堆積土中層）

15 (堆積土下層）

1/3 
10cm 



第3節 遺構・遺物
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図19 4号住居跡出土遺物③
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第III章 調益内容

5号住居跡(SIOS)

遺 構（図20、 図版5)

調査区ほぼ中央で検出された。 遺構確認時にはプランを確認できなかったが、 北壁断面で東

西壁の立ち上がりを確認したこと ・ 東西両側で周溝が検出されたことから住居跡と判断した。

検出面はLIV Aであるが、 調査区北壁断面を観察すると、 住居西側ではL ill Cからの掘り込

みが認められる。 また、 本住居の堆積士を切ってSK02が構築されていることが確認できるこ

とから、 構築順序はS105→SK02となる。

平面プランは大部分が調査区外に延びているため不明であるが、 検出部分から推測すると円

形に近い形状と考えられ、 検出部分での最大径は5.4mである。 床面は明確な貼床ではなくL

IV Aを床とし、若干中央に向かって窪んでいる。 床面に硬化した痕跡は認められない。 北壁断

面で確認すると、 周溝は壁に沿って巡っていることが認められる。 壁高は東側で周溝底部から

1 8cmでやや緩やかに立ち上がる。

本住居からは9基のピット(Pl~ P9)を確認した。 これらのピットはS105の堆積士中で

は検出されなかったこと、 Pl~ P9の堆積土がS105の堆積土に極めて類似していることから

S105に伴うものと推測した。 Pl·P2は壁際で検出したため完掘できなかった。 これらのピッ

トは径20 ~ 39cm、 深さ15~ 28cmを測る。 Plは西側周溝の一 部あるいは壁柱穴の可能が

あり、 PS·P9は壁柱穴の可能性がある。 炉跡等の施設は検出されなかった。

A 調査区外

汀悶 P3
2&

P4
,:::>望

調査区外

A

5 6 

SI05 
a 黒褐色土 粘性中。 締まり中。 ロー ム粒少量。 ロ ー ムプロック中量。（縄文ピット）
1 暗褐色土 粘性中。 締まり中。 ロー ム粒少量。 ロー ムプロック多凪。
2 暗褐色上 粘性中。 締まり中。 ロー ム粒・ロー ムプロック中量。 小石少量。
3 暗褐色土 粘性中。 締まり中。 ロー ム粒・ロー ムプロック・小石少量。(3層より暗い）
4 暗褐色士 粘性中。 締まり中。 ロー ム粒・ロー ムブロック多量。
5 暗褐色土 粘性中。 締まり中。 ロー ム粒中量。 ロ ー ムプロック ・ 小石少量。 ° 

6 暗褐色土 粘性中。 締まり中。 ロー ム粒多量。 ロ ー ムプロック中量。 小石少量。(6層より明るい）
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図20 5号住居跡実測図・出土遺物
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第3節 遺構・遺物

遺 物（図20、 図版14)

5号住居からは8点の土器が出土している。 出上遺物についてはまとまって出土する状況は

確認されず、 堆積土・床面から散在的な出土が認められる。

図20 - 1·2·4は縦位に沈線が施され、 2は帯状に区画されている。 3は沈線により曲線

的なモチ ー フが描出されている。 1~4はm群である。

ま と め

本住居跡は明確に時期を特定できる遺物は出土していないが、 出士遺物から中期後葉～末 に

構築されたと考えられる。

6号住居跡(Sl06)

遺 構（図21、 図版7)

L ill Aの下位、 SI02東側上面で複式炉を検出した。 調査区南壁・北壁の断面および平面を

観察したが、 住居の掘込面 ·床面・周溝等の痕跡は確認できなかったものの、 複式炉が検出さ

れたことから複式炉の周囲には住居が構築されていたと判断した。 本複式炉が縄文後期前葉の

遺物包含層と推定されるLill Aの下位に検出され、 大木10式期に構築されたと推測される

SI02の堆積土を掘り込んでいることから、 SI06は中期末以降に構築されたが、 後期前葉の段

階ではすでに壊されていたと考えられる。

複式炉は長軸157cm、 短軸73cm以上を測り、 平面形は石組部から土器埋設部にかけて括れ

をもつ形状である。 長軸方向は北東 ー 南西であり、 北東から土器埋設部・石組部の順で配され

る。 前庭部は確認されなかった。 土器埋設部は大小の深鉢形士器2個体が入れ子状になって正

位の状態で埋められ、 土器の周囲には 10 ~ 20 cm 前後のレキを配している。 石組部は、 士器

埋設部とその反対側に人頭大のレキをほぼ直立に立て、 両側壁に拳大～人頭大のレキが敷き詰

められている。 底面にはレキは配されていないが、 ピット状の掘り込みが確認できる。 土器埋

設部の掘 方ならびに石組部のレキに熱を受けた痕跡が確認されるが、 埋設士器・石組部底面に

は熱を受けた痕跡は認められない。 炉構築材としてのレキは、 安山岩・花尚閃緑岩が約7割を

占め、 その他には細粒花尚岩・石英粗面岩等が使用されている。

遺 物（図21、 図版14)

土器埋設部ならびに石組部内堆積土から縄文士器 13点が出土している。

図21 - 1は胴部中央が若干膨らみ、 一旦括れてから直線的に胴部上半に向かう器形である。

沈線で区画した無文帯で文様を描出している。 また、 無文帯に切り合いが認められる。 2·3は

炉埋設土器である。 2は底部から外傾しながら胴部下半へ至り、 胴部下半から胴部上半へは匝

線的に立ち上がる器形である。 RL縄文が施されている。 3は胴部中央が膨らみ、 若干括れて

から胴部上半へ向かう器形と考えられる。 縄文が施されている。

図21 - 1は皿 ー 2類、 2· 3はV群である。

ま と め

本住居跡は石組部の堆積土より図21 - 1が出土していることから、大木10式期に構築され

たと考えられる。
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第III章 調査内容

� 

a

a 埋設土器1 · 2

調査区外

a'

a'(43.9m) 

゜ 1/30 lm 

SI06炉
1 暗褐色士 粘性中。 締まりやや弱。 ロー ム粒・レキ微屈。
2 暗褐色土 粘性中。 締まりやや弱。 ロー ム粒少屈。 小石・レキ微羅。(1層よりやや暗い）
3 暗褐色土 粘性中。 締まりやや弱。 ロー ム粒· 焼土粒少鼠。(2洒よりやや明るい）
4 暗褐色土 粘性中。 締まりやや弱。 ロー ム粒・焼土粒少量。 小石微届。(2附よりやや暗い）
5 暗褐色土 粘性中。 締まりやや弱。 ロー ム粒・炭化粒微屈。 レキ中品。
6 暗褐色土 粘性中。 締まりやや弱。 ロー ム粒中迅。 小石微屈。
7 暗褐色土 粘性中。 締まり中。 ロー ム粒・ ロー ムプロック中伍。 炭化粒少最。（他層より明るい）

1 (堆積土）

3 (炉埋設土器2)

2 (炉埋設土器1)
1/4 

L 

ー ゜cm 

図21 6号住居炉跡実測図・出土遺物
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第rn章 調査内容

P2 は長軸 73cm、 短軸42cm以上、 深さ48cm、 P3 は長軸7 0cm以上、 深さ5 0cm、 P4は長

軸10 8cm以上、 深さ53cmを測 る。 P5 ~ Pll は長軸17~ 47cm、 深さ5~ 35cmを計測し、

壁際を巡っている。Pl~ P4は他のピットと比較すると径 が大きく深さも深 いことから主柱穴

と推定される。 周溝が2条確認されること • 主柱穴と推測されるPlに住居外側へ向かう作り

替えが認 められることから、拡張した可能性が考えられる。 炉跡等の施設は検出されなかった。

遺 物（図22、 図版14)

出土遺物はピット1 から出土した縄文上器1点のみ である。

図22 - 1は口縁部に両端に盲孔を有し、 中央に沈溝が施されたノ字状の隆帯が付されてい

゜る

ま

IV- 1類である。

と め

出土遺物 が1点のみのため詳細な時期は決定で きないが、 綱取I式と考えられ

る土器が出土していること、 綱取JI式期以前の構築 と推定される4号住居跡の下位から検出さ

本住居跡 は、

れていることから、 綱取lI式期以前に構築されたと推測される。

8号住居跡(SI08)

構（図23、 図版9)

調査区中央より西側に位置する。 住居跡東側の検出面はLNBである。 後述するSI09 と西

側 で重複しているが、 調査区南壁の断面を観察すると、 本住居跡の堆積土 がSI09の堆積士を

切っていることが確認されることから、 構築順序はSI09→ SIOSとなる。

遺

平面プランは大部分が調査区外に延びているため不明であるが、 検出部分 から推測すると円

形と考えられる。 検出部分での最大 径は4.6mである。 堆積土は暗褐色を基調としており、 レ

A
 

調査区外

◎
四

／
A'

調査区外

A
 

A'(43.8m)

----掘りすぎ

SI08 

1 暗褐色士
2 暗褐色土
3 暗褐色士
4 暗褐色土
5 暗褐色士
6 暗褐色土
7 灰白色砂質士
8 黄白色砂質土

粘性中。 締まり中。 ロー ム粒・炭化粒・焼土粒微量。 小石少量。
粘性中。 締まり中。 ロー ム粒・焼土粒微量。 小石少畠。(1層よりやや明るい）
粘性中。 締まり中。 ロー ム粒微量。 小石中量。(2層よりやや明るい）
粘性中。 締まり中。 ロー ム粒微量。(3層よりやや明るい）
粘性中。 締まり中。 赤褐色砂質土プロック中量。
粘性中。 締まり中。 ロー ム粒・レキ微量。(4層よりやや明るい）
粘性やや弱。 締まりやや弱。 黄白色・赤褐色砂質士プロック多量。
粘性やや弱。 締まりやや弱。 赤褐色· 灰白色砂質土プロック多量。

゜ 1/60 2m 

図23 8号住居跡実測図
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第3節 遺構・遺物

1/4 
I 

moe
I
 

ー

翠沼-

3 (堆積土）

4 (堆積土） 5 (堆積土） 1/3 10cm 

図24 8号住居跡出土遺物

ンズ状の堆積が認められることから自然堆積と考えられる。 床は明確な貼床ではなく、 L IV C

を床面としている。 一部では、 L IV Cの下位に堆積するレキを多量に含む赤みがかった黒褐色

砂質土(L V)を床にしている。 床面は全体的に締まりがあり、 北から南に向かって若干傾斜

している。 東西の壁際で周溝が確認できるが、 東側の周溝はp 1と重複しており、 西側の周溝

は北部で途切れている。 壁高は、 調査区南壁断面で確認すると西側で周溝底部から69cmでや

や緩やかに立ち上がる。
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第rn章 調査内容

本住居からはピットを2基 (Pl·P2) 確認した。 Plは壁際で検出されたため完掘できな

かった。 Plは長軸100cm以上、 深さ28cm、 P2は長軸26cm、 短軸25cm、 深さ26cmを測

る。 Pl·P2 が柱穴であったかについては判断できない。 炉跡等の施設は検出されなかった。

遺 物（図24、 図版14)

縄文土器98点が出土しているが、 そのほとんどが図23 SIOS R 2 ~ 4から出士している。

図24 -1は床面から出土した土器で 、 口縁が外反する器形である。 S字状・連結U字状・

長円状に 沈線 で 区画が施され、 区画内には縄文な らび刺突が充填される。 2はRL縄文が施さ

れている。 3はU字状の沈線区画が認められる。 4·5は沈線により曲線状のモチ ー フが描か

れている。 6はソ ー メン 状の隆線 で直線的な モチ ー フが描 出されている。

図24 -6はII群、 1·3 ~ 5はm-2類、 2はV群である。

ま と め

本住居跡は床面から図24 -1 が出土していること 、堆積上から大木10式期所産の土器が多

く出上 していることから、 大木10式期に 構築されたと考えられる。

9号住居跡(SI09)

遺 構（図25、 図版10)

SI08 の西側で検出された。 本住居跡は遺構東側で SI08に 、 西側でカクランに切られている

ため掘込面 が確認できなかったが、 南壁際で 炉跡 と推測される埋設士器を確認したことから、

埋設土器の周囲に住居跡が構築されていたと 判断した。

堆積上は、 やや砂質の暗褐色土であり、 10cm前後の層厚をも って堆積している。 床面は明

確な貼床ではなく、 LNBを床面 と して ほぼ平坦である。 床面には、 硬化している痕跡は認め

られない。

本住居からはピット 4基(Pl ~ P4)確認した。 P2は壁際で検出されたため完掘できなかっ

た。 また、 P4は西側でカクランに切られている。 Plは長軸106cm、 短軸49cm、 深さ24cm、

P2は長軸40cm以上、 深さ41cm、P3は長軸37cm、短軸34cm、 深さ26cm、P4は長軸41cm

以上、 深さ30cmを測る。 図25 SI09£3は柱痕跡 と考えられることから、 P2は主柱穴と推

測される。 Pl·P3·P4については掘り込みが浅く、 柱痕跡 を確認していないため主柱穴とは

判断できない。

南壁ほぼ中央に 埋設土器を確認した。 平面 では熱を受けた痕跡は観察されなかったが、 掘方

の断面 で焼土が一定量認められることから、 炉 の土器埋設部と推測できる。 また、 この炉跡の

北西には埋設士器(SI09内 SMOl)を確認した。 本住居堆積土中から埋設土器の掘方が確認で

きなかったことから本住居に伴う遺構と考えた。

遺 物（図26、 図版14)

本住居跡からは縄文土器65点が出土している。 出士士器については、 まと まって 出士する

状況は確認されず、堆積上 ・床面から散在的な 出土が認められる。

医26 -1は、 胴部上半に最大径をもち、 一旦括れて直立的に立ち上がり口縁へ至る器形で

ある。 土器が傾いていており、 土器全体の大きさと比較すると底部 が小型であるため支えるも

のがなければ倒れて しまう。 頸部に 1条の沈線を巡らして口縁部無文帯を区画 し、 沈線下には
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第rn章 調査内容

� """"
 

-----
-

1 (埋設土器）

2 (炉埋設土器）

1/4 

I 

m
 
OC
I

 

ー

、＇ノ土積

／
 堆

麟

l
"

名
‘[

r｀
5ゞ

（

、、

4

y

｀

 
→

1-p
 

鸞量
声
｛

響
曹苓．＇

3 (
堆

積土） 5 (
堆

積土）
1 /3 10cm 

図26 9号住居跡出土遺物

第3項 上 坑

1号土坑(SKO1) 

遺 構（図27、図版11)

調査区中央よりやや西側に位置し、SI04に重複するがSI04の貼床面を切っていることから、

構築順序はSI04→ SKOlとなる。
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第3節 遺構・遺物

A
 

／

調査区外

A. A'(43.7m) 

3 2 

SKOl 

1 黒色土粘性やや強。締まり中。ロー ム粒少量。
ロー ムプロック・炭化粒・焼土粒微量。

2 黒色土粘性やや強。締まり中。
ロー ム粒・ロー ムプロック多量。

3 黒色土粘性やや強。締まり中。
ロー ム粒・暗褐色土プロック多量。焼土粒微量

4 黒色土粘性やや強。締まり中。
ロー ム粒・ロー ムプロック多量。(2層に類似）

゜ 1/40 lm 

2 (堆積土）
3 (堆積土）

1/4 

1 (上面）

m
 
OC
I
 

ー

4 (堆積土）

I

IJ
I

に

し

隅5
 

図27 1号土坑実測図·出土遺物

6 (堆積土） 7 (堆積土）

1/3 
10cm 

平面プランは円形を呈し、 断面形は若干フラスコ状を呈する。 長軸122cm、 深さ19cm を測

る。 堆積土は黒褐色を基調とし、レンズ状の堆積が認められることから自然堆積と考えられる。

出土遺物（図27、 図版15)

本土坑からは縄文土器が59点出土している。出土士器についてはまとまって出土する状況は

確認されず、 堆積土から散在的な出土が認められた。

図27-1は底部から直線的に立ち上がり口縁が外反する器形で、 口縁部無文帯を沈線で区

画し、沈線下にRL縄文が施文されている。 2も底部から直線的に立ち上がる器形で、LR 縄文

が施されている。 3は沈線で、 4は隆帯で口縁部無文帯を区画している。 5は入組状文が、 6

7は曲線的なモチ ー フが磨消縄文により描出されている。

図27- 4·6はIV-1類、5·7はIV- 2類、1~ 3はV群である。
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第III章 調査内容

ま と め

本士坑は図27 - 5 ~ 7が出土していること、綱取II式以前の年代が与えられている SI04の

貼床面を切っていることから綱取II式期に構築さ れたと考えられる。

2号土坑(SK02)

遺 構（図28、 図版11)

調査区ほぼ中央の北壁際に位置し、 S105と重複するが本土坑の堆積土がS105堆積土を切っ

ていることから、構築順序はS105→ SK02となる。

大部分が調査区外に延びているため平面プランは不明であるが、 検出部分 から推測すると円

形あるいは不整円形と考えられる。 検出部分の最大径は223cmで、 深さは157cmを測り、 断

SK02 

A 調査区外 A'
1; 

A A'(44.1 m) 
，戸千二
j SI05 

10 

0 1/40 lm 

1 (堆積土） 2 (堆積土）

1 黒褐色土 粘性中。締まり中。 ロー ム粒少旦。
炭化粒微爵。小石中阻。

黒褐色土 粘性中。締まり中。 ロー ム粒少旦。
ロー ムプロック ・ 炭化粒微紐。小石中旦。
(! 府より暗い）

黒褐色土 粘性中。締まり中． ロー ム粒中紅。
小石少景。(! 層より明るい）

黒褐色土 粘性中。締まり中． ロー ム粒中量。
ロー ムプロック ・ 小石少屈。炭化粒微拭。
( 2層より明るい）

5 暗褐色土 粘性中。締まり中。 ロー ム粒中殻。
炭化粒微屈。小石少凪。

6 暗褐色土 粘性中。締まり中。 ロー ム粒多旦。
ロー ムプロック ・ 焼土粒 ・ 小石少只。

7 暗褐色土 粘性中。締まり中。 ロー ム粒中量。
ロー ムプロック微依。小石少只。
(6層より暗い）

8 暗褐色土 粘性中。締まり中。 ロー ム粒中量。
ロー ムプロック微只。小石少量。
(6層より明るい）

9 暗褐色土 粘性中。締まり中。 ロー ム粒多且。
ロー ムプロック少伍。小石微呈。
(7 層より明るい）

10 暗褐色土 粘性中。締まり中。 ロー ム粒多旦。
小石微登。(9恩より明るい）

11 暗褐色 士 粘性中。締まり中。 ロー ム粒多呈。
ロー ムプロック中伍。炭化粒微塁。
小石少訊。(6~10層より明るい）

12 黒褐色 士 粘性中。締まり中。 ロー ム粒多鼠。
ロー ムプロック・小石少旦。

13 にぶい褐色土 粘性中。締まり中。 ロー ム粒少拭。
小石微只。

14 暗褐色土 粘性中。締まり中。 ロー ム粒中。
ロー ムプロック ・ 小石少伍。 レキ微紐。

15 にぶい褐色士 粘性中。締まり中。 ロー ム粒．
ロー ムプロック少伍。小石微只。

16 にぶい褐色土 粘性中。締まり中。 ロー ム粒．
ロー ムプロック ・ 小石少蘇．
(15層より暗い）

17 にぶい褐色士 粘性中。締まり中。 ロー ム粒 ・

小石少鼠。(1 3層より暗い）
18 にぶい褐色土 粘性中。締まり中。 ロー ム粒少量。

小石中旦。(16、 17層より明るい）
＂

19 にぶい褐色土 粘性中。締まり中。 ロー ム粒微呈。
小石微呈。(17 、 18層より暗い）

＂

20 にぶい褐色土 粘性中。締まり中。 ロー ム粒．
小石少星。 レキ微且。(18層より明るい）

21 褐 色 土 粘性中。締まり中。 ロー ム粒少只。
ロー ムプロック微鼠。

22 にぶい褐色土 粘性中。締まり中。 ロー ム粒少量。
23 にぶい褐色土 粘性中。締まり中。 ロー ム粒．

小石少貸。(22昭より明るい）
24 にぶい褐色土 粘性中。締まり中。 ロー ム粒．

小石少呈。 レキ微祖。(22、23層より暗い）

ヽ`

ノ

パ止
[
-

｀
三

4 (堆積土）

1/4 
I 

m
 

oc
l

 

ー 1/3 10cm 

図28 2号土坑実測図・出土遺物
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第3節 遺構· 遺物

面形は円筒状を呈する。 堆積土は暗褐色を基調とし、 レンズ状の堆積を確認できることから自

然堆積と考えられる。

遺 物（図28、 図版15)

本土坑からは27点の縄文土器が出土している。出土遺物についてはまとまって出土する状況

は確認されず、 堆積土から散在的な出土が認められる。

圏28 - 1は底部から直線的に立ち上がる器形で、 縦位の撚糸文が施文されている。 2は横

位の隆帯と隆帯に沿って巡る沈線で口縁部無文帯を区画し、 隆帯には東lj突・盲孔を施している。

3は刺突の加えられた横位隆帯ならびに隆帯に沿った沈線が巡っている。4は沈線による帯状区画

が見られる。

図28 - 3はII群、 4は旧群、 2はIV- 1類、 1はV群である。

ま と め

綱取I式期の土器が出土しているものの、 小破片で少量であることから、 構築時期を示して

いるとは言い切れないため、 本土坑は綱取I式期以前の構築と考えておきたい。

第4項 遺物包含層

1 . 分布と層序

B地区ではほぼ全面にわたり遺物包含層が確認される。 この遺物包含層は、 黒褐色・暗褐色

を呈しており、 3層(L皿A~ C)に区分される。 L III A~ Cの堆積状況については、 第1節

基本土層で簡単に触れたが、 ここで改めて確認しておく。

LIDA 

LIDB 
LIIIC 

-�,,,,.,_ 
f,•::;t 

6

8
 

，

 

1/3 
10cm 

図29 遺物包含層出土遺物①
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Lill Aは、 B地区東部から中央部

にかけての広範囲にわたって堆積す

る黒褐色土で、 縄文中期末～後期前

葉の遺構ならびに遺物包含層のLill 

B、 基盤層であるL IV Aの上位に、

断続的ではあるが約26mの範囲に

層厚10~ 20cmをもって堆積して

いる。Lill Aからは縄文土器86点、

石核1点が出土している。

Lill Bは、 調査区西側に堆積する

暗褐色砂質土で、Lill Aならびに遺
ロ

構と重複していないことから前後関 図30 遺物包含層土遺物②

係は不明である。 無遺物層であるL

第III章 調歪内容

1 (LIDA) 

1/2 

I 

5 c m 

皿D、 基盤層であるLNCの上位に約7mの範囲で層厚10~ 30cmをもって堆積している。

L III B からは縄文土器28点が出土している。

L III Cは調査区中央部に堆積している暗褐色士で、 縄文中期末～後期前葉の遺構ならびに遺

物包含層のL III Aの下位、 基盤層であるLNAの上位に堆積している。 遺構に切られている

ため断続的ではあるが、 約9mの範囲で層厚10~ 20cmをもって堆積している。 LIII Cから

は縄文土器41点が出土している。

L III A~ Cから出士した土器については、 まとまって出士する状況が確認されず、 復元率が

極めて低く、 完形・半完形の上器も出土していないことから、 これらの上器は廃棄行為等に伴

うものではなく、 B地区北側の斜面上位からの流れ込んだものと推測される。

2. 出土遺物（図29·30、 図版15)

L III A~Cからは土器155点、 石器1点の合計156点の遺物が出土したが、 前述したとお

り土器については大部分が小破片だったため、 図示できたのは石器を含めて12点である。 図

29 -1 ~ 4はL皿A、 5· 6はLIII B、 7~ 11はLIII Cから出土した土器で、 図30- 1は

L III Aから出土した石器である。

図29-1は外反する口縁で、 沈線により楕円形に区画され、 区画内には縄文が充填されて

いる。 2·4は曲線的なモチ ー フが沈線により描出されている。 3は沈線が垂下している。 5は

横走する沈線の上下に集合沈線が施されている。 6は沈線で帯状の区画がなされている。 7は

横走する隆帯に沿って沈線・刺突が巡らされている。 8は浅鉢の 口縁部で隆沈線により渦巻文

が描かれている。 11は隆沈線で渦巻文が描出されている。 9はやや肥厚した口縁で、 沈線が施

されている。 10は内湾する口縁で沈線により曲線的なモチ ー フが描かれている。

図29- 1· 7·8·11はIII- 1類、 10はIII- 2類、 2 · 6· 9はIII群、 4· 5はN-2類、 3

はV群である。

図30- 1は石核で、 全面に剥離痕が確認できる。 石材は玉髄である。
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第3節 遺構· 遺物

第5項 遺構外出土遺物（図31~ 34、 圏版15·16)

ここでは、L I、カクランから出士した遺物について述べることとする。L I、カクランか

らはIII- 2類~IV ー 2類までの士器を中心に、 縄文中期前葉から後期前葉までの多種多様の遺

物が多量に出士している。

図31- 1は沈線で長方形状の区画が施されている。2 はソ ー メン状隆線による波状文が施

文されている。3は横位にカマボコ状0)隆線が認められる。 4はカマボコ状の隆線で渦巻文が

描出されている。 また、櫛歯状工具で条線文が施文されている。5は断面が三角状の隆線によ

り楕円形に区画され、縄文ならびに刺突が充填されている。 6~ 14は口縁部資料である。 6は

沈線で、7は隆沈線でU字状区画が施されている。8は隆沈線で、11は沈線で曲線状のモチ ー

フが描かれている。 9は楕円状に、 12は楕円状・三角状に沈線で区画している。 10は幅広の

沈線が横走している。 13·14は同 一個体である。 口縁部に長方形状の区画を施し、 区画の間

には突起が付けられている。

図31- 1は I群、 2~4はII群、 5·6·8はIII- 1類、7·9·11·13·14はIII- 2類、

10はIII群、 12はIV- 1類である。

図32は沈線・隆線・隆沈線で区画されている胴部・底部資料である。1 ~ 5·8は帯状の区

画が、6は楕円形区画が、7·9はU字状区画がそれぞれ沈線により描出されている。 10は隆

沈線で、11は断面が三角状の隆線でU字状区画が施文されている。 12は断面が三角状の隆線

で曲線状の文様モチ ー フが描かれている。13は外反しながら立ち上がる胴部である。沈線によ

りU字状・楕円形区画が施され、 縄文が充填されている。 14は直線的に立ち上がる底部で、

沈線により楕円形区画が施され、 縄文が充填されている。

図32- 14はIII- 1類、 10~ 13はIII- 2類、 1~ 9はIII群である。

四33- 1は 8字状の把手が付く口縁である。把手には両端に盲孔を有するC字状・ノ字状

の沈線が、 口縁部には盲孔を有する沈線が巡っている。2·3は口縁部の突起である。 2は正面

にS字状の沈線が、左右には楕円形の沈線が施されている。 3は楕円形沈線を施文した後に円

形浮文が付けられている。4は口縁部に貫通孔・小型の橋状把手が認められる。橋状把手の下

には縦位隆帯ならびに横位沈線が施文され、円形浮文が付けられている。5は口縁部から両端

に盲孔を有し、 中央に沈溝をもつ縦位隆帯が垂下する。また、横位隆帯で口縁部を区画してい

る。6は胴部に膨らみをもち、一旦括れてから若干外傾して口縁に至る器形である。口唇部に

貫通孔・盲孔が見られ、沈線が巡る。横位沈線で口縁部を区画し、 胴部には盲孔・列点状沈

線・曲線状のモチ ー フが施されている。7·8·11·12は沈線で口縁部を区画している。7は

蛇行する沈線施文後、円形浮文を付している。8は直線的な区画を施してから盲孔を付してい

る。 11は磨消縄文による蕨手文が描かれている。 12は口唇部に横位沈線が施文されている。

9·10は曲線状の文様モチ ー フが磨消縄文で描出されている。

図33- 5·9·10はIV- 1類、 1~4·11·12はIV- 2類である。

図34- 1 ~ 7は磨消縄文により曲線状の文様モチ ー フが描かれている胴部破片である。1

はモチ ー フの基点に盲孔が施されている。6は蕨手文が、7は入組文が描出されている。8は曲

線状の集合沈線が施文されている。9は2条の沈線を施文した後に横方向からの刺突を加えて
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第m章調査内容

1 (LI) 
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3 (LI) 
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9 (カクラン）

4 (LI) 

7 (LI) 

10 (カクラン）

1/3 

図31 遺構外出土遺物①

- 41 -



第 3節 遺構・遺物

/1

国2
ヽ
‘
,
ノ

ー

ンク

I

Dー
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3
 

4 (壁）

1/3 
10cm 

11 (LI) 

13 (LI) 
14 (LI) 

図32 遺構外出土遺物②
1/4 

I 

10cm 
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第1lI章 調査内容

LI 

2
 

3
 

4
 

5

6
 

7
 

8
 

，

 

11 1/3 
10cm 

図33 遺構外出土遺物③

いる。 10·11は注口土器である。 10は短い注口部が作り出されている。 11は注口部から断面

が三角形状の隆線が横走している。 12は士器片円盤である。 磨消縄文により曲線状の文様モ

チ ー フが描出されている胴部を使用している。

図34 - 10 ·11はm群、 1~4·7·8はIV- 2 類、 9はIV- 4類、 5·6はIV群である。
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第3節 遺構· 遺物
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図34 遺構外出土遺物④
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第w章 試掘調査について

第w章 試掘調査について

平成17年に実施した大田和広畑遺跡の試掘調査については、『南相馬市埋蔵文化財調査報告

書第3集』で概要を報告したが、 出士遺物については未整理だったことから未報告であったの

で報告していきたい。

第1節 調 査 成 果

試掘調査は、 県道中ノ内 ・ 小高線改良工事に伴い、 平成17年11月14日から12月7日に

かけて実施された。 開発予定地の隣接地を中心に道路法線に直交するかたちで調査区(8 ~ 13 

トレンチ、1~3グリット）を設けて調査をおこなった。 トレンチ番号は、 平成16年に実施

した調査のトレンチ番号の続き番号で付けた。 以下に調査成果を述べていく。

8 ~ 13トレンチは、 本調査地点のB地区から距離があるため堆積土の記述に使用するアル

ファベットを小文字にして区別した。 また、1 ~ 3グリットは、B地区の範囲内に設定した調

査区であるため堆積土の記述は第3章第1節で述べた基本土層の記述を用いることにする。

8T: 開発予定地のほぼ中央部に設定した3m X 7mの南北トレンチである。 深さ1.5mの地

点で基盤層であるロ ー ムを確認したが、 数点の縄文土器が出土したものの、 明確な遺構

は検出されなかった。

／

／ 

II 

/ 

//11 
� ; 竺

II 

1/2000 m。

1
゜�
 

ー遺構 ・ 遺物包含層確認地点

図35 トレンチ ・ グリット配置図
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第1節 調査成果

9 T: 8トレンチの北東約21mの地点に設けた2m X 7mの南北トレンチである。深さ約1.9m

で地山と考えられる暗褐色土を確認し、 トレンチ南端では、 暗褐色土下に堆積する白黄

色粘土を確認した。 数点の縄文土器が出土したものの、明確な遺構は確認されなかった。
lOT : 9トレンチの北東約23mの地点に設けた4m X 5mの南北トレンチである。断面図を図

36 に示した。 深さ約1.3 ~ 1.6mの地点で暗褐色土(LIII a)の堆積を確認した。 内容

確認のため10cm程度掘削して、 縄文後期前葉の士器が出土することを確認したことか

ら、LIIIaは当該期の遺物包含層と考えられる。 また、 LIII aを掘り込む埋設土器を検

出した。 工事による掘削が埋設土器の検出レベルまで及ばないため、 調査を行わずに埋

め戻した。

11 T : 10トレンチの北東約16mの地点に設けた2mX5mの南北トレンチである。深さ約1.3m

で黒褐色土(LIII b)の堆積を確認した。 内容確認のため約10cm程度掘削して、 縄文

後期前半の土器が出士することを確認したことから、LIIIb当該期の遺物包含層の可能

性が高いと考えられる。

12T : 11トレンチの北東約23mの地点に設けた2m X 5mの南北トレンチである。 断面図を

図 36 に示した。 深さ約1.0mで黒色土(L II a)の堆積を確認した。 内容を把握するた

めにサブトレンチを設定して調査をおこない、 基盤層であるロ ー ム(L IV a)まで掘削

した。 黒色土は 3層(L II a~ c )に大別することができるが、L II aから最も多く遺

物が出土し、L!Ib·L!Ic と下位にいくにしたがい遺物の出土量が減少する。 L II c 下

には暗褐色土(L III c ·L III d)が約20cmの厚さをもって堆積している。L!Ia~c、

L III c からは縄文後期前葉の土器が出土していることから、L!Ia~c、LIII c は当該期

の遺物包含層と考えられる。

lOT東壁
A 

Lill 

12T東壁
A 

Lillb Lillb 

LI a 

Llb 

Lill 

LIIIb 

A'(43.9m) 

lOT東壁
L I a 表 士（盛士）
L I b 黒褐色土 粘性中。 締まり中。 ロー ム粒 ・ 赤色土粒微出o

小石 ・レ キ少鼠。
L I c 黒色 土 粘性中。 締まり中。 炭化粒· 小石 ・レ キ微位。

ロー ム粒 ・ 赤色土粒少旦。
Llc Lid 暗褐色土 粘性中。 締まり中。 炭化粒・小石微鼠。

Lillb 

ロー ム粒 ・ 赤色土粒 ・レ キ少位。
LIII 暗褐色士 粘性中。 締まり強。 ロー ム粒 ・ 炭化粒 ・小石 ・

レ キ微量。 赤色土粒中足。（埋設土器確認）

12T東壁

(43.lm) Lia 黒色 土 粘性弱。 締まり中。 レ キ少足。 小石中姐。
L I  b 黒褐色土 粘性中。 締まり強。 炭化粒少位。

A' ロー ム粒 ・小石中盈。 ロー ムプロック多乱
LIT a 黒色士 粘性中。 締まり中。 焼土粒微伍。 ロー ム粒 ・

炭化粒少且。 レ キ中贔。 小石多量。
LIT b 黒色 土 粘性中。 締まり中。 ロー ム粒・ 炭化粒少屈。

小石中屈。 レ キ多量。(3層より明るい）
LIT C 黒色士 粘性中。 締まり中。 ロー ム粒 ・ 炭化粒·

レキ少量。 小石中届。
L!Ia (4層より褐色がかっている）

LIT d 黒色士 粘性中。 締まり中。 小石少量。
(5層より明るい）

L ma 暗褐色土 粘性中。 締まり中。 炭化粒微位。
ロー ム粒少伍。 小石多岱。レキ極多位。

L皿b 暗褐色士 粘性中。 締まり中。 ロー ム粒少只。
小石 ・レ キ多屈。

LIV 黄褐色土 粘性中。 締まり中。 小石 ・レ キ多鼠。

：黒色遺物包含層
（シルト質）

ロニニ］：暗褐色遺物包含層

図36 10·12トレンチ断面図

- 46 -



第1V章 試掘調盃について

13 T : 12トレンチの北東約18mの地点に設けた2mX5mの南北トレンチである。深さ約1.2m

でややシルト質の黒色上(L II e)の堆積を確認した。 工事よる掘削がL II eの堆積す

る深さまで及ばないことから調査はおこなっていないが、上面からは多数の縄文後期前

半の士器が出士していること、12トレンチで検出したL II aに類似していることから、

縄文後期前半の遺物包含層と推測される。

1 G : 本調査区は4トレンチの南西約35mの地点に設けたlmX 2mの南北トレンチである。

表土下約20cmで黒褐色上(LillA)の堆積を確認した。 遺物の出土状況を確認するた

めLillA を約10cm程度の掘削をおこない、縄文後期前半の士器が出土したことから、当

該期の遺物包含層と推定している。

2G: 本調査区は1グリットの南西約9mの地点に設けたlmX 2mのグリットである。 1グ

リットと同様に、 表土下約20cmで黒褐色士(L皿A)の堆積を確認した。 遺物の出土

状況を確認するためLill A を約10cm程度の掘削をおこない、縄文後期前半の土器が出

土したことから、 当該期の遺物包含層と推定している。

3G: 本調査区は2グリットの南西約20mの地点に設けたlmX lmのグリットである。 表

士(L I)を約40cmの深さまで掘削したが依然としてL Iの堆積が認められたことか

ら、 LI の厚さを確認するために検土杖によるボ ー リング調査をおこない50cm以上堆

積していることを確認した。 L Iの堆積が厚いこと、 調査区 の幅が狭いことからこれ以

上の掘削はおこなわなかった。

第2節 出土遺物（図37~ 45 、 図版17~ 20 ) 

図37は、 10·11トレンチで検出されたLilla·b ならびにLilla·b上面から出土した土

器で、 1~ 10は10トレンチから、 11~ 15は11トレンチから出土している。

図37- 1は口縁部の内外に盲孔、 口縁部隆帯区画、 縦位隆帯が認められる。 2は2条の沈

線が施文されている。 3は口縁部無文帯を沈線で区画後、 盲孔が施されている。 4は口唇部を

面取りし、 磨消縄文で横位の帯状区画を施文している。 5·6·8·9は磨消縄文で曲線状のモ

チー フが描出されている。 10は口縁部にキザミが施されている。 11は断面三角の隆帯で口縁

部を区画しており、補修孔が穿たれている。 12は口縁部から刺突の施された隆帯が垂下してい

る。13は2条の沈線で口縁部を区画している。14は断面三角の隆帯で区画をおこなっており、

隆帯下には櫛描文が施文されている。 15は横位・縦位の沈線が認められている。

図37- 10はI群、 1·2·11·12·14はIV- 1類、 3~ 5·8·9·13·15はIV- 2類、

6·9はIV類である。

図38~ 43 - 1 ~ 17は12トレンチから出土した士器である。 図38- 1·2はL I、 3~

13はL I ~ II a 、 図39~ 42はL II a 、 図43- 1 ~ 11はLII b、12~ 16はL II c 、17は

Lilleから出土している。 また、 図43- 18·19は13トレンチLI~Ileから出土した土器

である。

図38- 1は沈線で口縁部無文帯を区画し、 磨消縄文で楕円状のモチ ー フを描いている。 2

は沈線による口縁部区画と口縁から垂下する2条の隆帯の交点に盲孔が施されている。 3はロ
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第2節 出土遺物
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図37 10·11トレンチ出土遺物

縁部に貫通孔が施され、 貫通孔下に施される隆沈線によって半円状の区画が認められ、 その下

位には押しつぶされたようなJ字文が施文されている。 4は内外面に盲孔が認められ、 沈線に

より曲線状のモチ ー フが描かれている。 5は内外面に盲孔が見られ、 内面には沈線が巡ってい

る。 6は沈線による口縁部区画下に磨消縄文で曲線状のモチ ー フを描出している。 7は沈線で、

9 ~ 13は磨消縄文で曲線状のモチ ー フを描いている。 7はモチ ー フの中に刺突を加えている。

11 ·12は同 一個体である。 8は横位沈線施文後、 盲孔を施している。

図38 - 7はIV- 1 類、 1 ~ 4·6·8·13はIV- 2類、 5·9 ~ 12はIV類である。

図39 - 1は横位・縦位に刺突が施された隆帯が付けられている。 2は両端に盲孔を有し、

中央に沈溝が施されるノ字状の隆帯が口縁から垂下している。 3は口縁部無文帯の区画を沈線

でおこない、 両端に盲孔を有し、 中央に沈溝をもつノ字状の隆帯が施されている。 4は口縁部

に盲孔・沈線が、 5は口縁部に沈線が施文されている。 6は口縁部に沈線・貫通孔．盲孔が認

められ、 盲孔下部に2条一対の隆帯が付されている。 7は外面に2個一対の盲孔・2条の沈線

が、 内面に盲孔・沈線が施されている。 8は口縁部に貫通孔・盲孔が、 貫通孔下部には沈線が
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図38 12トレンチ出土遺物①
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第IV章 試掘調査について

認められる。 9は貫通孔、内外面に両端に盲孔を有する沈線が施文されている。 10は貫通孔の

周囲の外面に盲孔、 内面に盲孔を両端にもつ沈線が施されている。 11は盲孔・沈線を有する橋

状把手が付けられている。 また、磨消縄文で曲線状のモチ ー フが描かれている。 12 は貫通孔が

認められ、磨消縄文により描出された曲線状のモチ ー フの交点に盲孔が施文されている。 13は

口縁が外傾する器形で、 口縁部に周囲に沈線が巡る貫通孔・ 両端に盲孔を有する沈線が施され

ている。 胴部には沈線で楕円状の文様が描かれている。 14は口縁部に貫通孔・盲孔を両端に持

つ沈線が施文され、 剌突の施された隆帯が垂下している。

図39- 1· 2 はIV- 1類、 3~ 14はIV- 2 類である。

図40- 4·5·8は若干内湾し、 6は外傾する器形である。 1~ 3は磨消縄文で蕨手文が描

出されており、 2 ·3は区画沈線と蕨手文の交点に盲孔が施されている。 4·5は磨消縄文で曲

線状のモチ ー フが描かれている。 6·7は沈線が横走している。

図40- 1 ~ 5· 8はIV- 2類、 6·7はV群である。

図41- 1は沈線により帯状の区画が施されている。 2·3は横位に走る隆沈線により区画し、

その下部には磨消縄文で文様を描出している。 4は隆帯施がされている。 5~ 19は磨消縄文に

より曲線状のモチ ー フが描かれている。 6~8は盲孔が認められ、 9は刺突が施された隆帯が

垂下している。 10· 17·18は蕨手文が描出されている。 2 0は縦位の集合沈線間に波状集合沈

12T L II a 

3
 

4
 

5
 

6
 

7

1 /3 10cm 

図40 12トレンチ出土遺物③
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第w章 試掘調査について
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図42 12トレンチ出土遺物⑤

が描かれている。 21~ 23はLR縄文が施文されている。

図41- 1はm群 、 2~4はIV- 1類 、 6~ 9·19はIV- 2類 、 20はIV- 3類 、 5·10~ 

18はIV群、 21~ 23はV群である。

図42- 1 ~ 3は磨消縄文により曲線状のモチ ー フが描かれている。 1は胴部上半が膨らみ 、

一旦括れる器形で 、 J字状のモチ ー フと横走する沈線の交点に2個 一対の盲孔が施されている。

2は底部から直線的に立ち上がる小型の土器で 、 口縁部を沈線で区画している。 3は曲線状の

モチ ー フが横位に連結している。 4は無文で 、 5はLR縄文が施文されている。

図42- 1 ~ 3はIV- 2類 、 4·5はV類である。

図43- 1は口縁部から両端に盲孔を有し 、 中央に沈溝をもつ隆帯が垂下しており 、 横走す

る隆沈線と交わる。 この交点から楕円状のモチ ー フが磨消縄文で描かれている。 隆沈線下には

蛇行沈線が縦走している。 2は隆帯で口縁部無文帯を区画している。 3は口縁部・胴部に沈線

が認められる。 4は口縁部無文を沈線で区画し 、 盲孔を施している。 胴部には沈線で曲線状の

モチ ー フが描かれている。 5は沈線が横走している。 6は盲孔・沈溝をもつ隆帯が施されている。
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第w章 試掘調壼について
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図44 1·2·3グリット出土遺物
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10 (LIIIA) 11 (LI) 

1/3 10cm 

7·8は磨消縄文で曲線状のモチ ー フを描出している。 9·10は条線文が施されている。 11

はRL縄文が施文されている。 12·13は隆沈線で、 14は隆線で口縁部が区画されている。 12

は隆沈線下に沈線が施され、13は両端に盲孔を有し、中央に沈溝をもつ隆帯が付けられている。

14は沈溝をもつ隆帯が垂下している。 15は隆沈線が施文されている。 16は磨消縄文で文様を

描いている。 17は磨消縄文で曲線状のモチ ー フを描出している。 18は隆沈線により口縁部無

文帯の区画をおこなっている。 19は沈線で横位の帯状区画が施されている。

図43 - 19はm群、 1 ~ 3·12 ~ 15·18はIV - 1類、 4·8·16·17はIV - 2類、 6·7

はIV群、 5·9~11はV群である。

図44 - 1 ~ 3は1グリット、 4 ~ 10は2グリット、 11は3グリットから出土した土器で

ある。 1は沈線で帯状区画が施されている。 2は円形浮文 ・ 列点状沈線が認められる。 3は集合

沈線で文様を描出している。 4は2 条の沈線で楕円状区画が、 5·7·8は沈線よる帯状区画が、

6は沈線で曲線状区画が施されている。 9は口縁部から両端に盲孔を有し、 中央に沈溝をもつ

隆帯が垂下して横走する隆帯と交わる。 10は把手と考えられ、 上部にキザミ ・ 隆線が施されて
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図45 石器・土製品

いる。11は隆沈線で 区画し、区画下には沈線が横走している。

図44- 11はII群、4·7·8はIII - 1類、10はIII - 2類、1·5·6はIII群、9はIV- 1類、

3はIV- 2類、2·10はIV群である。

図45には試掘調癒で出土した 石器・土製品を図示した。石器・土製品の出土量は土器の出

土量と比較すると少なく、図示できたのは石器で 3点、 土製品で 6点のみである。1·2は無

茎石鏃である。1は2グリットL I、2は3グリットL Iから出土した。1·2は明確な挟り

は認められない。両面に剥離痕が認められ、特に刃部については丁寧な剥離調整がなされてい

る。石材は1が玉髄、2が 鉄石英である。3は4トレンチLIIIbから出上した剥片である。両

面に剥離痕が認められるが、刃部の作り出し等の細かい剥離調整はおこなわれていない。石材

は鉄石英である。4~7は土器片円盤で、すべて胴部が用いられて製作されている。5は沈線

が施されている。4は2グリットL I、5~7は12トレンチL II aからの出土である。8は

12トレンチLI· IIから出土した。破損しているため全体の形状は不明であるが、士偶の脚

部と考えられる。上半部に半円状の5条の 沈線が施文されている。
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第V章 ま と め

第V章 ま と め

第1節 遺物について

B地区の調査では縄文中期前葉(I群）～後期中葉(IV群）までの縄文士器が出土している。

I群. II群土器に伴う遺構は検出されなかったためか、 I群の土器は出土量が少量で小破片の

みの出土であり、 II群の土器は出土量が若干増加して大型破片が少量な がら出土するようにな

るものの、 III·IV群士器の出土量と比較すると極めて少量である。 III·IV群土器は出上呈が増

加するが、 特に竪穴住居跡等の遺構検出に伴いIII-2類、 IV-1•2類土器が主体的に出士

している。

SIO 1·02·08·09からは、 縄文帯により曲線状のモチ ー フを描くIII-2類土器が出土して

いる（図10 -1、 図11 -1·2·6·7、 図13 -1·6·7·11·1 5·16、 図24 -1·3·4 、

図26 -3)。 SI06炉からは、沈線で区画された無文帯で文様モチ ー フを描き、無文帯同士が切

り合うIII-2類士器が出士している（國21 -1)。 これらの土器は、前者が本間氏の古段階に、

後者が新段階に相当する（本間1990)。 無文帯同士が切り合う土器が縄文帯で文様モチ ー フを

描出する土器に後続する資料であるということは、 すでに多くの研究者によって提示されてい

る変遷案であるが、無文帯が切り合う図21 -1 が出土するSI06炉 が、縄文帯で文様モチ ー フ

を描出する土器（図13 -1 等）が出士するSI02 の堆積土を切って構築されているという層位

的な裏付けから、 本遺跡においてもIII-2類土器は従来唱えられていた変遷に沿っていること

が認められた。

SI04からは出土している図18 -4 · 5は口縁が波状を呈し、 沈線による三角形状 ・ 台形状

のモチ ー フが描出されており加曽利E式の影響が看取できる。 本遺跡では、 これらの土器を位

置付ける良好な層位関係は確認されなかったが、 福島市愛宕原遺跡（武田1989) 20号焼土遺

構と 1号住居跡との璽複関係や旧本宮町（現本宮市）高木遺跡 （大河原 2003) の遺構の検出

状況から、 図18 -4·5に類似する土器群はIII-2類に後続するものと判断される。 また、 三

春町越田和遺跡（福島1996) 23号住居跡では、 図18 -4·5と同段階の上器が綱取I式の前

段階とされる士器と共半していることから、 図18 -4·5は綱取I式の前段階の土器と考えら

れる。 本報告ではIV-1 ・ 2類土器が主体的に出士するSI04から出上したためIV-1類士器と

して扱ったが、 これらの土器群については未だに型式設定がされておらず今後の課題である。

図18 -4·5以外 にも他地域の特徴をもつ土器が出土している。 SI09 の埋設上器（図26 -

1)は、 頸部に幅広の沈線を横走させて口縁部無文帯を区画し、 沈線下に条線文を施している。

この士器は、 大木式士器の文様施文方法とは異な り曽利式の影響を受けた士器と考えられる。

大田利広畑遺跡から北西に約2.4km離れた大富西畑遺跡（吉田1991)からも条線文を持つ曽

利系の土器が出上しており、 縄文中期中葉～後薬に位薗付けられている。 これら曽利系の土器

は、 縄文中期中葉～後葉にかけて他地域との関係性が窺われる資料である。 また、 図34 -9

は 2 条の沈線施文後に横方向からの刺突が施されており、三十稲場式に比定される土器である。

遺構外から出士したため共伴関係は不明である。 三十稲場式上器は、 大田利広畑遺跡の周囲に
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第2節 遺構じついて

所在する浦尻貝塚ならびに大富西畑遺跡からも出土しており、 浜通り地方北部の縄文後期前葉

段階においては北陸系の士器が一定量出土することが指摘できる。

今回の調査では多量の士器が出土したものの、 これらを位置付けるために必要な遺構の重複

関係 ・ 遺物の出土状況等の層位的事例が乏しかったため、 詳細な上器変遷 ・ 共伴関係を把握す

ることはできなかった。 大田和広畑遺跡における詳細な土器変遷 ・ 共伴関係については、 今後

の調査事例の増加を待って検討していきたい。

第2節 遺構について

調査区の幅が約2mという狭さのため全容を捉えられたものがなく個々の住居については不

明な点が多いが、 ここで改めて住居の重複関係 ・ 出上土器から前後関係を整理する。

調査区東側では、 S101の堆積士上位にS103の床面等の痕跡は確認されないことからS101

の方が新しいと考えられる。また、S103の堆積土はS102に切られており、S102の堆積士はS106

炉に切られている。 S101とS102は直接的な重複関係はないが、 出土遺物はともに縄文帯によ

り曲線状のモチ ー フを描出するill-2類の土器が中心であることから、 S101·S102とも同時

期に属すると推測される。 これらのことから構築順序を古い順に整理すると、 S103→S101· 

02→ S106炉となる。

調査区西側では、S109の堆積土を切ってS108が構築されていることから、 構築順序はS109

→ S108となる。 ただし、 S108·09からは沈線で曲線状のモチ ー フが描かれるill-2類土器が

出土しており、 士器からみた時期差は認められない。 また、 S101·02から出士したill-2類

土器と文様モチ ー フ ・ 文様の表現方法に共通する点が認められることから、 S108·09はS101·

02と同時期に属すると考えられる。

調査区中央では、 S107の上面にS104が構築されていることから構築順序はS107→S104と

なる。 S104·07からはIV群土器が出土していることから後期前葉に属すると考えられる。 た

だし、 S104については出士遺物が堆積土からIV-1類の土器1点しか出土しておらず、 上位

に構築されたS104の影響が考えられることから、 後期前葉に所属するとは断定できいため

S107の所属時期が遡る可能性がある。 S105は他の住居跡と重複関係がなく、 詳細な時期を決

定できる遺物も出土していないが、 旧群土器が出土することから中期後葉～末に属すると推測

される。

以上のことから、 本調査で検出された住居跡については3時期に大別できる。 すなわち、 縄

文帯で曲線状のモチ ー フを描出するill-2類の時期に属するA期、 A期の士器に後続する沈線

による無文帯で文様を描出し、 無文帯同士に切り合いが認められるm-2類の時期に属するB

期、 IV群土器（後期前葉）の時期に所属するC期である。 各住居跡の時期については、 A期以

前にS103、 A期にSIO1·02·08·09、 B期にS106炉、 A期以前~B期にS105、 C期以前に

S107、 C期にS104となる。

次に住居の柱構造について考えてみたい。 SIO1·02·07·09で主柱穴を確認したが、 S101·

07·09は柱構造については今回の調査成果からは言及できない。 S102については主柱穴の配

置状況から5本柱もしくは4本以上の柱をもつ構造と推測される。 また、 S103 ·04·05·08
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は明確な主柱穴が確認されない。 SI05については周溝中（壁際）からピットが検出されている

ことから壁柱穴をもつ構造である可能性が指摘できる。

続いて複式炉について触れてみたい。 SI03·06から複式炉が検出された。 両複式炉とも長

軸方向が北東 ー 南西で同一方向である。 SI03炉は壊されているため詳細な構造は不明である

が、 残存状況からは、 士器埋設部ならびに石組部で構成され前庭部をもたない構造と判断され

る。 SI06炉については、 飯舘村上ノ台A遺跡 （山内1990)の報告に示されている複式炉の形

態の変遷に照らし合わせて考えてみたい。SI06炉は土器埋設部と石組部で構成されており前庭

部をもたない。 平面形は石組部から土器埋設部にかけて括れを有する。 このような複式炉は山

内氏の示した変遷図のill~VI段階に認められるが、SI06炉は埋設士器の周囲にレキが配置され

ていることからVI段階の複式炉と考えられる。 山内氏はこのVI段階の複式炉に伴う士器として

細い沈線に縁取られた無文帯同士の切り合いが認められる土器を挙げている。SI06炉からは図

21 - 1 に示した沈線で縁取られた無文帯が切り合う土器が出士しており、山内氏の観察と符合

していることから、大田利広畑遺跡においても上ノ台A遺跡の複式炉の変遷と同様に変遷して

いた可能性が考えられる。

最後に今回の調査成果から大田和広畑遺跡における縄文縄文時代の時期別の状況をまとめて

みたい。 遺構は検出されなかったが大木7b式土器が出土していることから、 中期前葉段階で

活動が開始されたと推測される。 中期中葉～後葉段階についても前段階と同様に遺構は確認さ

れていないものの、大木Sa~ 9式の士器が出士しており継続的に活動していたと考えられる。

大木10式の前半段階(A期） になると、 竪穴住居が構築されて集落が形成される。 竪穴住居

数は他の時期と比較すると多く、 さらに住居同士の重複が認められる。 大木10式の後半段階

(B期） から綱取式段階(C期） にかけては竪穴住居の数を減少させながらも継続して集落が

営まれる。 綱取II式段階には、 遺物包含層であるLill Aが遺構上面に堆積していることから、

本調査地点における集落の形成は綱取II式段階以前に終焉を迎えたと推察される。

本調査地点では、 検出された遺構の全てにおいて重複関係が認められ、 遺構が集中的に分布

する状況が確認されている。 このことから、 縄文中期末から後期前葉にかけては継続的に同一

地域に遺構を構築していたと推測され、 集落の中心地であった可能性が指摘できる。 また、 本

調査地点の南側は沖積地になっており、 段丘の縁辺部に縄文中期末～後期前葉の集落が形成さ

れていたことが明らかとなった。
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1 大田和広畑遺跡遠景

（南から）

2 大田和広畑遺跡近景

（南から）

3 A地区全景（西から）
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2

B地区遺構確認状況① （東から）

4 B地区全景（東から）

2 B地区遺構確認状況② （北東から）

3 B地区遺構確認状況③ （南東から）

5 B地区北壁断面① （南西から）

6 B地区北壁断面② （南西から）
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3 1号住居跡遺物出土状況（西から）

5 1号住居跡ピット1断面（北西から）
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3 2号住居跡遺物出土
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1 3号住居跡（南西から）

3 3号住居炉跡（南西から）

2 3号住居跡断面（南から）

4 3号住居炉土器埋設断面（南から）

6 5号住居跡断面① （南から）
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5 5号住居跡（東から） 7 5号住居跡断面② （南から）
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（南西から）

2 6号住居炉跡断面
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9号住居跡（西から）
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2 9号住居跡断面（南から） 3 9号住居炉跡断面（北から）

4 9号住居跡埋設土器（南から） 5 9号住居跡埋設土器断面（南から）
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1号土坑（北から）

2 1号土坑断面（北から）

3 2号土坑（南から）
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